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第一章








　頭の芯がぐんにゃりとして、どうしていいかわからないまま美み久くは歩いていた。

　週末の夜、道行く人々は楽しそうでどこか輝いているのに、美久の気持ちはどん底だ。

　格好だけでいえば、美久もその華やいだ人々の一員に見えるだろう。

　今夜は大事な日になると思って、張り切って着飾っていたから。

　数日前にサロンに行って整えたばかりの髪を巻いて、シアー感のあるタートルネックのトップスにミディ丈のマーメイドスカートを合わせてオフィスでも通用する装いながら特別な感じに仕上げていた。

　今夜が特別な夜だとちゃんとわかっていることをアピールするために、彼が記念日にくれたピアスもつけた。

　そんなふうに気合いが入ったファッションだからより一層、美久のしょんぼり加減に拍車がかかっている。

　朝、鏡を見て「今日の私、最強に可愛い！」と期待に胸をいっぱいにしていた瞬間と比べると、天と地の差がある。

　今夜、美久は二年付き合った彼氏にプロポーズされる予定でいたのだ。

　思い詰めた声で「今週の金曜、大事な話がある」と言われれば、プロポーズされると勘違いしてしまっても仕方がないだろう。

　美久の中では仕事も恋愛も、すべて順調にいっているつもりだったのだから。

　しかし、蓋を開けてみれば彼がしたかった〝大事な話〟とは別れ話で、待ち合わせ場所で顔を合わせたものの数分で済まされてしまった。

　彼はやってきた美久を見るや否や、「別れてほしい！　恋人ができたんだ！」と言ってきたのだ。そして美久の返事を待つことなく、それだけ言って去っていった。言い逃げだ。

　そんなことを会ってすぐ言われた美久はどうしていいかわからず、しばらくその場に立ち尽くすしかなかった。頭を殴られたような衝撃というのは、まさにこのことをいうのだなとどこか他人事のように思ってから腕時計を確認すると、待ち合わせ場所についてから一時間近くも経過していた。もしかしたら、あまりのショックに本気で気絶していた可能性すらある。

　時の流れを実感すると、徐々に彼に言われた言葉の意味を理解できてきて、美久は震えそうになった。季節は初秋で、ちっとも寒くなんてないのに。

　とりあえずこのままここに突っ立っているわけにもいかないし、あんなふうに言い逃げさせたままでいるのは癪だから、移動しながら彼に──元彼にメッセージを打とうとした。だが、メッセージアプリを立ち上げて、そこに並んでいた元彼のアイコンが新しい彼女とのツーショット写真に変わっているのを見て、再び頭に衝撃が走って何も打つことができなかった。

　ツーショット写真をアイコンにするなんて嫌だと言っていたのに、彼女と夢の国デートなんてなんか恥ずかしいなどと主張する男だったのに、あろうことか元彼はあの夢の国の有名な城を背景におそろいの耳カチューシャをつけて写真を撮っていた。完全に浮かれている。

　まさか今日夢の国へ行って撮ったわけではないだろうから、おそらくもっと前から付き合っていたに違いない。つまり、二股をかけていた期間が確実に存在するというということだ。

　それに気づいてさらにショックを受けたが、湧き上がってくるのは悲しみよりも怒りだった。

　一方的に別れを告げて去っていったその道中に、元彼はわざわざアイコンをこの写真に変えたのだろうと想像するとより腹が立ってくる。別れられてせいせいしたなどと思っているのかもしれないが、それならそうともっと早くに、それこそ新しい恋人と付き合い始める前に言ってくれればよかったのだ。

　言ってくれれば、こうして惨めに金曜の夜に街をひとりで歩くことなんかなかったのに……と思うと、悔しくて涙が出てきてしまった。

「……ひとりではしゃいで、バカみたい」

　雑踏の端に避けて立ち止まって、美久は呟いた。家にまっすぐ帰りたくなくて無意識ににぎやかなほうへと足が向いてしまっていたが、目的地があるわけではない。どこへ行けばいいのかもわからない。

　ただ、今夜はプロポーズされるのだとひとり盛り上がっていたエネルギーを持て余したまま帰宅するのは、どう考えても無理だった。

「あの……古ふる谷たにさん？」

　ふらふらと歩き続けていると、不意にそう声をかけられた。名前を呼ばれたということは、間違いなく知り合いだろう。

　無視するわけにもいかず振り返ったが、相手がこちらを見てハッとしたことで、美久は自分がひどい顔をしているのを思い出した。

「三み澤さわさん……奇遇ですね。おでかけですか？」

　声をかけてきたのは、同じ部署の後輩である三澤晶あきらだった。もっさりとした髪型に黒縁眼鏡の、よくいえばミステリアス、言葉を選ばずにいえばよくわからない人物だ。

　白々しい感じになってしまったなと思いつつも、努めて明るく応じるしかない。笑顔を作って、声も震えないようにした。しかし、彼はそれで誤魔化されてはくれなかった。

「僕は週末の夜は気ままに飲み歩くんです。古谷さんも……というわけではなさそうですね」

「あはは……まぁ、うん」

　虚しい笑みを浮かべる美久を、晶はじっと見つめていた。

　彼は何を考えているのかわからないが、ときどきこうしてドキッとするような視線を向けてくる。何より、他の人たちはどうやら気づいていないようだが、重めの前髪や黒縁眼鏡がわかりづらくしている彼の顔が実はとても整っていることも知っている。

　仕事を教えるとき、近くの席に座ったときなんかにじっと見つめられていて、それで彼の顔の良さには気づいたのだ。

　今もそのミステリアスな顔に見つめられていると思うと、落ち着かない気持ちになる。

「今日はいつもよりさらにお洒落でうきうきしていたから、きっと楽しい予定が入っているんだろうなと思っていたのですが……良ければこれから一緒に飲みますか？」

「えっ」

「古谷さんの今夜の本来の予定ほど楽しいものかはわかりませんが……このまま帰らせるのも心配な顔してますし」

　晶は美久の様子をうかがうように、恐る恐るといったふうに提案をしてきた。

　彼は会社の飲み会にもほとんど参加することはない。趣味は何なのかも、休日何をしているのかもわからない、そんな人物だった。人付き合いが悪いというよりは、人間に興味がなさそうというのが周囲からの評価だった。

　美久は飲み会や集まりに参加しない彼のことを付き合いが悪いとは思っていなかったものの、寂しくは感じていた。

　だから、こうして彼から誘ってくれたのは予想外であっても嬉しい。……タイミングが良ければもっと嬉しかったが。

「……じゃあ、お言葉に甘えて」

「いいですよ、いつもお世話になってるから」

　余計なことは言わずに、晶は歩き出した。腕に触れるか触れないかの感じで、そっと美久をエスコートしてくれる。そのさりげなさが、美久はありがたかった。

　特に会話もなく、黙々と雑踏を抜けていくと、やがて半地下に続く扉の前についた。小さなお洒落な看板がかかっているだけの、隠れ家のような店だ。

　晶が開けてくれたドアをくぐると、そこはカウンターとテーブル席がわずかにあるだけの、小ぢんまりとしたバーだった。照明は最低限で落ち着いた雰囲気だ。テーブル席に二人組がいるだけで、もしかしたら一見さんお断りなのではないかと思う。

「すごい……大人なお店だね」

　美久が率直な感想を口にすると、晶がクスッと笑った。あまりにも子供じみた感想だったかと瞬時に恥ずかしくなったが、どうやら彼は馬鹿にして笑ったわけではなさそうだった。

「意外。古谷さん、こういうところ行き慣れてるイメージだったから」

「いえ、全然。でも、来てみたかったから嬉しいです」

「美味しいお酒飲みましょうね」

　店に入ってすぐは緊張していた美久だったが、晶が穏やかにそう言ってくれたことで安心することができた。

　ひとりならきっと入らないような店だ。しかし、今は晶という付き添いがいる。何事も、慣れた人がそばにいてくれると安心するものだ。

　とはいえ、カウンター席に座って差し出されたメニューを見ると、何を頼めばいいかわからず困惑したが。

「古谷さん、強いお酒は平気ですか？」

「そうですね。わりと飲めるほうだと思います」

「甘めのと辛口のだったら？」

「どちらも好きです」

　美久が困っていると、晶はすぐに気づいてくれた。そして確認した内容から酒の好みを考えてくれたのか、バーテンダーに注文を伝えていた。

　注文を受けたバーテンダーは飾り気のないグラスに氷と何種類かのお酒を計って入れると、柄の長いスプーンでさっと混ぜた。それを可愛らしいグラスに注ぐ。

「どうぞ、アドニスです」

　そう言って差し出されたのは、琥珀色のきれいなカクテルだった。晶の前にも同じものが置かれたことで、軽く乾杯する流れになる。

「美味しい……甘い香りなのに、すっきりして飲みやすい」

　ひと口飲んで、美久は小さく感激の声を上げた。これまで飲んできたもののイメージから、何となくカクテルは甘いものが多いと思っていたのだ。

　しかし、晶が頼んでくれたものは甘い香りはしつつも、爽やかで飲みやすいものだった。

「気に入ったみたいでよかった。アドニスっていうカクテルです。シェリー酒と、スイートベルモットっていう香りづけした甘口ワインに、オレンジビターズっていう香り付け用の苦味が強いお酒をほんの少し混ぜて作るんです」

「へぇ……飲んだことなかったけど、美味しいんですね」

　美久のこれまでの飲酒経験といえば、居酒屋やちょっといいところのレストランで飲むのがせいぜいだった。思い返せば、こんなふうにお酒を楽しむための場に来たことはなかった。美久が美味しそうにお酒を呑むのを、晶は楽しそうに見ていた。

「もっと甘いのがいいとか、強いのがいいとかあったら言ってください。デザートっぽいものも作ってもらえますよ」

　晶がそう言ってくれていると、カウンターにミックスナッツとカナッペが載った皿が並べられた。どうやら彼は軽くつまめるものも一緒に頼んでくれていたらしい。それとも、居酒屋のお通しのように頼まなくても並べられるものなのか。

　お酒だけでなく何か食べたいと思っていたから、美久は喜んでそれを口にする。

「三澤さん、こういうところに詳しいんですね」

「二十歳で飲酒が解禁されてから、ずっと飲み歩きが趣味なんで。全然、こういう感じの洒落たところばっかりではなくて、高架下の立ち飲みとかにも行きますよ」

「え、本当？　そっちのほうが意外かも」

　ミステリアスな晶が高架下の雑多な飲み屋で飲んでいるところを想像できなくて、美久は思わず笑ってしまった。行ったことがあるわけではないが、テレビで見た高架下の店はテーブルも席も適当な感じで、知らない者同士がワイワイ飲んでいるようなイメージだったから。

　美久が笑ったのに気をよくしたのか、晶はこれまで自分が飲んできた店についてポツポツ話してくれた。ホテルのラウンジで飲む話から、地方出張のときにチェーン店ではない居酒屋に行くのを楽しみにしている話や、台湾や韓国で飲んだお酒の話まで、どれも美久には別世界の興味深い話題だった。気がつくと、暗い気分で夜を過ごさなければいけないと思っていたのが、晶のおかげで楽しいものに変わっていた。

　彼の話を聞きながら、美久は勧められるままに何種類か飲んだ。きれいなカクテルが飲みたいとマスターに伝えて作ってもらったブルームーンやワインクーラー、生クリームとコーヒーでまるでデザートのような味わいだったアイリッシュコーヒー、そして「このくらいにしておいたほうが」と晶に止められつつ頼んだＸＹＺ。

「……今日、何があったんですか？」

　おそらく最後の一杯になるだろうカクテルをちびちび舐めるように飲んでいると、うかがうように晶が尋ねてきた。

　酔いが回ってふわふわしているが、今日の自分が平常とはほど遠いことは理解できていた。この状態で「なんでもないよ」などと言うのは無理があると思い、美久は口を開いた。

「実は、彼氏に振られちゃったの。二年付き合ってたのに、会って顔合わせすぐ『別れてくれ』の一言で終わらせられちゃったんだ」

「それは……ひどいですね」

「そうなの。しかも、『新しい恋人ができたんだ』だって……こっちは、ついにプロポーズされるんだと思って張り切って待ち合わせ場所に行ったのに……」

　努めて明るく言ってみたが、どう頑張っても明るい話にはならなかった。それでも、途中で語るのを止められず、美久は元彼への不満をポツポツぶちまけた。

　しれっと二股をかけていた期間が存在すること、一方的に別れを告げた直後にメッセージアプリのアイコンを新しい彼女とのツーショットに変えたこと、美久とは行きたがらなかった夢の国へ新しい彼女とは行ったこと、などなど。

「それにさ、思わせぶりに金曜の夜に呼び出す必要ないじゃんね！　『大事な話があるんだ』なんて呼び出されたらさ、期待しちゃうよね……それとも、とっくに終わってるサインは出てたのに、私が見逃してただけってこと……？」

　元彼への不平不満をぶちまけてしまうと、堪えていた涙がまた溢れてきた。晶は何も言わず、そっと背中を撫でてくれる。

　日頃会社の飲み会にも参加せず、ひとりで飲み歩くのが好きだという彼が、こうして自分のお気に入りの店につれてきてくれているというだけでもかなり親切なのに、その上愚痴まで聞いてくれている。

　これ以上何か言うのはわがままかと思ったが、美久はその親切にもう少し縋りたくなった。

　寂しくてたまらない気持ちに、彼の優しさがしみたのだ。

「……ねえ、三澤さん。慰めてください」

　まだ帰りたくないというつもりで言ったのだが、言葉にしてみると別の意味に聞こえることに気づいてしまった。どう受け取ったのかわからなくて彼の表情をうかがったが、眼鏡越しに整った顔が見つめ返してくるだけで、感情までは読み取れない。

　もしかしたら、美久が心配するような意味には受け取られなかったかもしれないとほっとしたのも束の間、彼の顔が近づいてきた。そして、ふっと息を吹き込むように囁かれる。

「こういうときに慰めるって、ひとつしか思い浮かばないんだけど……それで合ってる？」

　驚くほど艶っぽい声だった。その声だけで、美久は体の芯が熱を持つのを感じる。酔いのせいだけでは説明がつかないほど、体が火照るのがわかった。

　否定したほうがいいのだろうかとか、そんなつもりじゃなかったとか、瞬時に断るかどうか考えたが、それは違うなと自分でもわかっていた。

「うん……合ってる」

　小さく言って、美久は頷いた。

　それを合図に彼が肩に腕を回してきて、二人は連れ立って店を出た。




　そこからは、期待と緊張が入り混じってあまり記憶がない。

　タクシーに乗って向かった先がいわゆるホテル街ではなくて、住宅地にたどり着いたとわかったときには半ば彼に運ばれるようにしてマンションのエレベーターに乗り込んでいた。酔っていても自宅ではないとわかるから、つまり晶のマンションに連れて来られたのだろう。

　エレベーターを下りると、彼が部屋の鍵を開けると同時に部屋になだれ込む。

「んっ……！」

　逃げられないように後ろ頭を支えられてキスをされた。慣らすことなどしない、荒々しいキスだ。

　彼の湿った熱い舌が、美久の口内を蹂躙していく。酔いによるものとは異なる熱さが、内側から溶かしにかかるようだ。酸欠のせいなのか頭の芯がクラクラしてきて、へたり込みそうになったところを彼に支えられる。

　まだ玄関だ。靴も脱がせてもらえず、美久は晶に貪るように口づけられていた。

「ん、ふっ……」

　よりかかるように体を預けていると、彼の膝頭が脚の間に当たった。たったそれだけのことで、美久の口からは甘ったるい吐息が漏れる。

　恥ずかしくて身をよじるも、逃げられないことで美久は悟った。偶然当たったのではなく、当てられているのだと。

「ふ、ぁっ……」

　キスの合間に、声が漏れてしまう。スカートの上からでも、彼の膝頭をグリグリ押しつけられた場所が気持ちよくなる。

「ここ、気持ちいいんだ？　好きに動いて、もっと気持ちよくなっていいよ」

　キスをやめた彼が、からかうように言う。感じてしまったのが恥ずかしくて、美久の頬は熱くなる。

「だめ……スカート、染みになっちゃうし……」

「そうだね。それに、もうふらふらだもんね」

「んぅ……」

　再び口づけられながら、玄関から室内へと移動させられる。ベッドルームに連れて行かれると、やや乱暴にベッドに放られた。

　そのことに、美久はさらにドキドキしていた。

　これから、同僚である彼に何もかも曝け出して、めちゃくちゃにされてしまうのだ。

「……いい眺めだな」

　ベッドに横たわる美久を、晶が愉悦の表情を浮かべて見下ろしていた。獲物を前に舌なめずりする肉食獣のようなその表情に、美久は背筋にゾクゾクとしたものが走るのを感じた。

　もちろん、恐怖ではない。これから彼にどのように食べられるのかを想像すると、体の奥が疼いたのだ。

「せっかくのおめかしが汚れたら残念だから、脱がせますよ」

「え、だめ……自分で脱げるから」

　わざわざ宣言してから脱がされるのが恥ずかしくて抵抗しようとしたが、〝バンザイ〟をさせられあっけなくトップスは脱がされた。ファスナーに手をかければ、スカートもするりと脱げてしまった。

「……えっろ。古谷さん、こういう感じの下着をつけるんだ」

　キャミソールとストッキングも取り去ってしまうと、下着姿があらわになる。

　今夜のために身に着けていたのは、特別な下着だ。レースとチュールによって飾られた、透け感のある真っ白な下着。

　こういうものを身に着けると、相手をよりその気にさせられるのをわかっていて身に着けている。だから、晶の目の奥に妖しい光が宿るのも当然のことだとわかりつつも、ドキリとさせられる。

　普段の彼は、ぼんやりして何を考えているのかわからないイメージだ。そんな彼の顔に浮かぶ雄の表情に、美久は自分の胸がドキドキしているのを感じていた。

「清楚な白に見せかけてこんなに透けてて……こんなの、男に食べられたくて着るやつじゃん」

　言いながら、彼は自分の服を脱ぎ捨てていった。下着だけ身に着けた姿になった彼に、美久は釘づけになってしまう。

　日頃彼のことを、シンプルでこなれ感のある服装をしているものの、お洒落にはあまり関心がない人なのだと思っていた。筋肉がついているのかとか、どんな体型なのかとか、当然考えたことはない。

　だから、引き締まって程よく筋肉がのった裸体を前に、驚いてしまっていた。

　何よりも美久の視線を奪っているのは、下着の布地を押し上げて窮屈そうにしている彼のものだ。下着の上からでも、形や大きさがくっきりと見えてしまっている。

　予想外に雄々しい体をした彼に、これから美久は抱かれるのだ。

　美久がつい見つめているのに気づいて、晶はうっとりするような笑みを浮かべた。口角の上げ方から、眉を少し寄せている目元の表情から、すべて艶っぽい。

「薄い布地の下から透けて見えるの、めちゃくちゃたまんない……可愛い。ここ、勃ってるよ」

「あっ……！」

　少し掠れた声で囁いて、晶は布地の上から立ち上がった乳首をぴんと指で弾いた。それだけで、美久の体には電流が走った。

　その反応が気に入ったらしく、晶はそれから執拗に胸を苛んだ。

　爪で引っかくように乳首を刺激したり、わざと布地をべったりと濡らすように薄布越しに舐められたり、形が変わるほどやわやわと乳房を揉みしだかれたり。

　期待して敏感になった美久の体は、与えられる刺激に反応して、どんどん快感を拾っていった。触れられ、感じるごとに感度が上がっていく気がする。

「あぁっ、あっ……あぁんっ」

　美久の口からは、甘い呻きが漏れていた。その声をもっと引き出そうかというように、彼の片方の手は下腹部へと伸びる。

「……すご。キスと愛撫だけでこんなに濡れたんだ」

　下着の隙間からそっと割れ目に触れると、晶が驚いた声を上げた。無理もない。美久の秘められた場所は、期待のあまりもうすっかり濡れてしまっていたのだから。

「古谷さんって、お酒に酔うとめちゃくちゃ感じやすくなるタイプ？」

「あっ、あぁっ」

「それとも、俺とセックスするのが楽しみでたまらない感じ？」

「あ、やっ、あんっ！」

　楽しむように問いかけながら、晶は指で割れ目をなぞった。それだけで、淫猥な音がする。

　だが、彼の指は蜜口をなぞるばかりで、中へ入ってこようとはしない。そのもどかしさに、自然と腰が揺れてしまっていた。

「焦らなくて大丈夫だから。これから、たっぷり気持ちよくするよ」

「えっ、あ、ああぁっ……」

　彼の指が次に狙いを定めたのは、蜜口の上で刺激を待ち侘びていた花芽だ。彼は親指を押し当てくるりと円を描くように動かすと、剥き出しになった最も敏感な部分に容赦なく愛撫を加えた。

　人差し指と中指で蜜口を撫でながら、親指で陰核を執拗に擦っていく。二つの異なる刺激を与えられ、電流のように快感が全身を駆けめぐっていった美久は、あっという間に爪先をピンと伸ばして達してしまった。

「……あぁぁっ！」

「古谷さん、すげぇ感度いいね。彼氏とやるときも、いつもこんなに感じまくりだったの？」

　晶の問いに、くったりしながらも美久は首を振る。こんなに瞬く間に気持ちよくさせられたことなんてない。指だけでイカせられたことなど、一度もなかった。

「へぇ……じゃあ、気持ちよくさせ甲斐があるなぁ。──今夜はイキまくって、元彼との嫌なことなんか全部忘れようよ」

　優しく言ってから、晶は美久の下着に手をかける。だが、彼の目は完全に〝雄〟のスイッチが入ってしまっていた。

「下着つけてた姿も可愛かったけど、やっぱり裸が一番そそるな……めちゃくちゃきれいで可愛い。可愛いのに、ここはすげぇエロい」

「やだ……そんなに見ないで」

　晶は美久の両脚を開かせると、その中心部である秘処をじっと見ていた。そんなふうに見られると恥ずかしくて脚を閉じたくなるが、彼がそれをさせてくれるわけがない。

「だーめ。これからもっと恥ずかしいことするんだから、恥ずかしがらなくていいよ」

「ひっ……ああァッ」

　彼は美久の脚の間に顔を埋めると、今度はそこを舌で愛撫し始めた。

　剥き出しにされた陰核を舌で舐め回したり、時折口に含んで吸い上げたり、味わうように唇で食まれながらゆっくり舐められたり、様々な刺激を与えられる。

　先ほど達したばかりだというのに、美久は晶から与えられる強烈な快感にすぐさま再び意識を持って行かれてしまった。瞼の裏に星が瞬くような、そんな気がした。

「やっ、あぁっ……く、ふ……あっ！　あっ！　あぁァッ……！」

　ビクンビクンッと大きく腰を跳ねさせ、美久は達した。舐められていた花芽がビリビリと痺れ、それに感じるように蜜口がひくひくしてしまっているのが自分でもわかる。

　二度続けて果てたことで、美久の体は完全に仕上がっていた。いつでも彼のものを迎え入れる準備はできている。

「俺の愛撫に素直に感じてくれる古谷さん、めっちゃ可愛い。舐められるの、好きなの？」

「わからない……そんなされたことあまりなくて。でも……すごく気持ちよかった」

　これまで感じたことがないほどの気持ちよさだったことは、素直に認めた。

　今まで美久が経験してきた行為では、手順としての前戯はされるものの、あくまでそれは濡らすためのものだ。だから、こんなふうに感じさせるために愛撫されたことも、その愛撫の果てに達するなんて未経験だ。

「へぇ……そんな男と、別れて正解だよ。俺、抱く女の子のことはとことん気持ちよくさせたいから。だって、可愛い子が顔真っ赤にして善がり狂う姿なんて最高じゃん。前戯下手くそな男なんかと二度とヤれない体にしてあげる」

「んんっ……」

　楽しそうに言ってから、晶は噛みつくように口づけてくる。そして指は、蜜を溢れさせて仕方がない蜜口へと挿入していく。

　唾液が混じり合う音と、蜜がかき回される音が響いていた。どちらの音も、だんだんと大きくなっていく。

　はじめは一本だけだった指がやがて二本に増やされ、激しく抜き挿しされる。かと思えば、ゆっくりと探るように内側を擦られ、その気持ちよさに美久の腰は震えた。

「ここか、古谷さんの気持ちいいとこ。じゃあ、ここをめちゃくちゃ触ってあげよう」

「やっ！　だめ、そこっ……あ、ぁんっ！　は、あっ……あぁっ」

　膣の上辺の、ザラザラした部分を晶は執拗に擦る。そこが美久の弱い部分だとわかって、責めない理由はないからだ。

　敏感な部分を擦られ、美久のそこはさらに蜜を溢れさせた。それに、何かが奥からせり上がってくるような感覚もしていた。

「だめっ、ほんとに……出ちゃうから、指、止めてっ……あ、だめっ……もぅ……」

　尿意にも似た強烈な感覚に、美久は泣きそうになりながら懇願した。こんな感覚は初めてだ。このまま気持ちよくされたら失禁してしまうと本気で心配して、必死に止めてくれるよう頼む。

　だが、晶の指は止まらない。それどころか、勢いを増している。くちゅくちゅと粘度の高い水音が響いている。

「……ここも一緒に刺激したら、どうなっちゃうのかな？」

「あッ……あぁぁんっ！」

　弱い部分と一緒に陰核を刺激され、美久は激しく果てた。頭が真っ白になり、甘い痺れが全身に駆け巡る。その際、指を咥えこんだ蜜口からは、勢いよく飛沫が上がる。

「潮吹きまでしちゃうなんて……古谷さん、感度抜群じゃん。もっともっと可愛がりたくなるな」

　晶は脱力した美久を抱き寄せ、その髪を優しく撫でた。そうして触れられることすら気持ちがよくて、美久の体は期待に震える。

「まだもう少し慣らしたほうがいいかもだけど……俺ももう、限界だから」

　そう言って、晶は下着に手をかけた。下着が下ろされると、その下で窮屈そうにしていた彼のものが現れる。

　布地越しにわかっていたはずなのに、そのあまりの大きさに美久は息を呑んだ。太さも長さも、これまで美久が味わったことがないものだ。こんなものがこれから自分の中に入るのだと思うと、少し怖くなってしまう。だが、当然怖いだけではない。

「……俺もめちゃくちゃ下着濡れてた。濡れても目立たない色の下着だったからよかったけど」

　下着を脱ぎ去った彼は、恥ずかしそうに言う。彼が言うように、屹立の先端からは透明の雫が溢れていた。それが下着を濡らしていたのだ。

　彼も下着を濡らしてしまうほど期待していたのだとわかって、美久は嬉しくなる。自分ばかり感じているのでは嫌だったのだ。

　美久は何度も達してふらふらした頭で、自分はこれから目の前の彼と──会社の同僚とセックスするのだと今さら気づいた。

　しかも、プロポーズしてくると思っていた彼氏と別れた直後に。

　あり得ないなとか、こういうのってよくないなとか思うが、今さら後戻りはできなかった。後戻りしたいわけでもないし。

　彼の立派なものを前にして、美久は欲情していた。あの反り返って腹に付きそうになっているもので自分の敏感な部分を貫かれたらどんなに気持ちがいいだろうと考えると、今さら止めるなんて無理だった。ねだるみたいに、無意識のうちに脚をすり合わせてしまっている。

「そんなにじっと見て……大丈夫、今からたっぷり挿れるから」

　美久の視線に気づいて、晶はからかうように笑う。それから、見せつけるように肉棒を握ると、先端から薄膜を被せていく。

　薄膜越しだと、浮き出た血管やその形がよりはっきりとして、美久の視線はさらに惹きつけられる。グロテスクにすら見えるのに、それが体の中に入ってきたらどれほどの快感だろうと想像してしまうのだ。

「挿れるから、力入れないで」

「ん……」

　美久の両脚を開かせると、彼は自らの先端をそこに押しつけた。試すように二度三度と擦りつける。

「あっ、それ……」

　丸みを帯びた先端で先ほどさんざん可愛がられた花芽を擦られると、気持ちがよくて甘い声が漏れた。快感が痺れのように、そこを中心に広がっていく。

　だが、触れられたがっているのはそこではない。

「古谷さんのここ、早く食べたいって口をパクパクさせてる……エロいな。一気に奥まで挿れるの我慢するの、めちゃくちゃ大変だ」

「あ、はっ……」

　蠢く蜜口に狙いを定めると、彼は軽く腰を進めてきた。押し広げられ、そこに彼のものが突き進んでくる。おそらく先端を飲み込んだだけでも息が止まりそうなほどの圧迫感で、美久は呼吸を乱された。

「きつ……すごい締めつけてくる。今からここ、俺の形になるんだって思ったら、めちゃくちゃそそるな」

　何だか悪い顔をしながら、晶はゆっくりと腰を動かす。先端の部分を抜き挿ししているだけなのに、粘度の高い水音が響いて、ひどくいやらしいことをしているのだという感覚になる。

　何より、晶のものはとても気持ちがよかった。

「あっ、ん、あぁっ……や、んんっ」

「ここ、気持ちいいね。さっき指でも感じてたところ。いっぱい擦ってあげるよ」

「んふ、ぅっ、あぁっ……あ、ぁあんっ」

　浅い部分を素早く抜き挿しされると、肉棒のくびれた部分が美久の弱いところを擦るのだ。それが気持ちよくてたまらなくて、彼のものをキュンキュン締めつけながら蜜を零す。

　一度達すれば終わりというわけではなく、むしろ果てるごとに体の敏感さは増していく気がする。だから、先ほどすでに二度もイカされた美久の体は、さらに感じやすくなっているということだ。

「すごい締めつけ……もうすぐイキそうなんだ？　このまま奥にぶち込んだらたまんないんだろうけど、一度イッとこうね」

「……あっ！　ああぁぁっ！」

　晶は眉根を寄せて少し苦しそうな顔をしたかと思うと、腰を激しく動かしながら美久の陰核を親指で押し潰すように刺激した。快感にさらに別の快感を上乗せされ、耐えきれず美久は達した。

　腰を跳ねさせ、蜜口を切なく締めつける。それが晶も気持ちよかったのか、彼の口からは悩ましげな吐息が漏れた。

「……一回目だから優しく抱きたいって思ってたけど、無理そうだ。ごめん、めちゃくちゃ激しくするよ」

「えっ、あ、」

　戸惑っている間に、彼は美久の体を二つに折るような体勢にする。そして、両脚を肩に担ぐようにする。

「それじゃ、いくよ」

「──あっ……！」

　真上から叩きつけるように貫かれ、美久は寸の間息をするのを忘れた。太く硬い重量のあるものに内臓を押し潰されたかのような感覚になり、その圧迫感に呼吸をする余裕がない。

「中、熱くてトロトロで……やばい、腰止まんないっ」

「んあぁっ、ぅん……う、あ……あぁんっ、あ、は、あぁっ」

　眼鏡の奥の表情が、苦悶で歪んでいた。だが、彼が苦しんでいるのではないのはわかる。彼の激しすぎる腰の動きが、それを物語っている。

　先ほどまでの動きが、どれほど美久を思いやってくれていたものなのかわかる。今の彼は、ひたすら自身が気持ちよくなることだけを考えて動いていた。

　あまりに猛然と腰を打ちつけてくるものだから、彼の屹立の下の膨らみも激しく揺れていた。それが美久の臀部に当たる。だから彼が腰を振るたびに、美久の尻には叩かれるような振動が走っていた。

　それも気持ちよかったが、何よりも美久を感じさせていたのは、彼のものが最奥を押し潰すような動きだった。突かれるたび、一番奥が抉られる。それを最初は少し苦しいと思っていたのだが、だんだんとそれは快感になっていった。

「古谷さんの奥、当たってるね……子宮口、降りてきてる。気持ちいい？」

「あっ、奥ぅ、うんっ……きもちぃっ、あぁっ」

　美久が素直に快感を認めると、彼はそこを重点的に刺激するように深々と貫いたまま、円を描くような動きをした。そうされると、一番奥の敏感な部分を肉楔の先端が押し潰すようで、気持ちがいい。

　女性は感じると子宮口が降りてくるということを聞いたことがあったが、これまで信じていなかった。

　つまり美久は今までの彼氏との行為で、奥で感じたことがなかったのだ。

「すご……どんどん締めつけてくるな。ここに注がれたいからか。もうちょっと、奥、堪能させて……」

　美久の膣内が吐精を促すように蠕動するからか、晶は切なそうに言う。眉根を寄せる表情がたまらなく艶っぽくて、美久も切なくなって彼の腰に両脚を絡める。

「……そんなことされたら、奥突くしかなくなるだろっ……！」

「ぅん……いっぱい、きて……奥、きもちぃ……あぁんっ！」

　美久が素直に快感を口にすると、晶の腰の動きがさらに強まった。突くというよりも、奥を抉るような動きに変わり、それを何度か繰り返されるうちに美久は快楽の果てへ意識を押し上げられるのを感じていた。

　下腹部を中心に、強烈な快感が全身に広がっていく。背筋を駆け上がり、脳へと達した快感が、やがて目蓋の裏に星を瞬かせるようだった。

「あっ……あァっん……！」

　美久は大きく腰を跳ねさせ、達した。彼のものを咥えこんだ肉襞は、それを激しく食い締め、絡みつくような動きをする。

「くっ……出る……」

　それにはたまらず、晶は何度か大きく腰を振ると、ひと際激しく最奥を突き上げたその直後、動きを止めた。美久の中心を深々と貫いた肉棒の先端から、ドクドクと飛沫が吐き出される。

　それからしばらく二人は肌を合わせたまま、肩で息をしていた。快楽の余韻に浸るように、ただ互いの速すぎる息遣いと鼓動に耳を傾けながら。

　しかし、おもむろに晶が美久の中から出ていく。抜かれるときに気持ちがいい部分が擦られ、美久は快感を覚えると同時に名残惜しさを感じた。

　欲望を受け止めてパンパンになった避妊具を彼が処理するのを見て、その思いはさらに強くなった。

　それは彼も同じらしく、美久の視線に気づいて不敵に微笑んだ。それから、噛みつくように口づけてくる。

「……まだ、慰め足りないよね？」

　甘く低い声で囁いてくるのは、きっとわざとだ。そんなふうに囁かれて、もう満足したなんて言える女はいない。

　美久だってそうだ。彼の与えてくれる快感は極上だが、だからといって一度で足りるわけではない。

「足りないから……もっとして？」

　言ってから、美久は彼の中心に唇を寄せた。力を失ってもなお、まだ雄々しさを感じさせる彼自身にキスをして、それから口に含む。

「あっ……」

　先端を舐めると、すぐに彼の口から声が漏れた。その声をもっと聞きたくて、美久は肉竿を握り、筋に舌を這わせて愛撫を続ける。

　咥えられるだけ咥えて、口の中全体を使って刺激を与えると、彼のものはすぐに力を取り戻した。

　硬く大きくなったそれを咥え続けることができなくなったから口を離すと、先ほどよりさらに情欲の炎を燃やす晶と目が合った。

　邪魔になったからか、彼が眼鏡を外した。その下から現れたのは、日頃の彼からは想像できないほどの美しい顔だった。その美しい顔に、獣じみた獰猛な表情が浮かぶ。獲物を前にした、肉食獣の顔だ。

「……煽ったんだから、覚悟できてるよね？　一晩で君の中、俺の形に変えてやるから」

　美久が黙って頷くと、すぐさま彼に組み敷かれた。それから容赦なく貫かれ、奥の奥まで突き上げられる。

　そこから二人は、ドロドロに溶け合うほど何度も抱き合った。







第二章








　金曜の夜、めくるめく情熱的な時間を過ごした美久だったが、晶の家を出て自宅に帰ってからは、何だかあれは夢だったように思える。

　彼との行為は最高で、一晩中といわず、何なら朝目覚めてからのシャワー中にもう一度抱き合ったくらいなのに。だが、信じられないほど体の相性がよかったからこそ、現実ではない気がしているのだ。

　結婚を考えていた相手からふられた直後に会社の同僚とセックスする流れになるのも、その同僚が実はとんでもない〝美形〟で〝逸材〟で〝絶倫〟だなんて、現実味がないにもほどがある。

　月曜、出社して顔を合わせたら気まずいだろうかと考えていたが、あまりにも彼が普段通りだったことも、あの夜が夢ではなかったかと思わせてしまう理由だった。

　晶はいつも通りの、重めの前髪と黒縁眼鏡で目元をガードしたもっさり系男子の姿をしている。ややＳっ気を感じさせる言動で美久を責め立てていた、あの雄っぽさは欠片も感じられない。

　それに、美久に対しても周囲に対しても特に態度を変える様子もない。いつも通りの、とらえどころのない彼だ。

　だから、美久も意識することなく過ごすことにした。気を抜くと、彼の逞しい裸体や彼に与えられた極上の快楽について思いを馳せてしまいそうになるが、それらを振り払い業務に集中した。

　あんな立派なものを味わったら二度と普通の男性との行為を楽しめないのではないかと思ってしまうが、だからこそ一夜の夢なのだ。一夜限りの特別な行為だったと思えば、あれ以上の快楽を与えてくれる人に今後出会えなかったとしてもあきらめがつく。

　向こうが気にしていないなら自分も気にするべきではない──そう思い至り、忘れる方向で気持ちを切り替えた。

　何せ美久は忙しい。今年に入ってから、いくつか責任ある仕事を任され、後輩の育成にも力を注いでいる。

　自身も新卒で入社して、先輩たちにきちんと育ててもらったのだ。だから今度はそれを返す番が来たのだと、張り切って取り組んでいる。

　晶も育成中の後輩のひとりだが、彼は中途採用だからか、ゆくゆくは別部署への移動が決定しているためか、ずっと美久が面倒を見ているわけではなく、案件によっては別の人の下について学んでいる。

　美久が今メインで面倒を見ているのは、入社二年目の木きの下した奈な央おという女性だ。ショートカットが似合うボーイッシュな子で、その童顔さと元気の良さからまだ学生のようで、そこが美久は可愛くてたまらないと思っている。

　だが、やる気はあるものの抜けてるところも多いため、そこのサポートをしてやるのが美久の今の主な役目となっている。

「木下さん、明日中に送るメールに添付する資料、できた？」

　夕方、ようやくいろいろな調整がつき、美久は奈央のデスクに行って声をかけた。もし彼女がまだできていないというのなら手伝えるし、できあがっているなら一度目を通したい。

「できました。でも、何かまだ粗があるというか、こう、形だけという感じで」

「じゃあ、一度確認させてもらうね。それでどこを直したらもっとわかりやすくなるかとか指摘させてください」

「わかりました！」

　奈央がすぐさま指示に従ったのを見届けたところで、自販機へ向かった。朝から彼女の様子を見ていた限り、昼食もそこそこに水分補給や休憩も挟まず働いているように見えた。だから、何か飲み物でも差し入れて少し休ませたい。

（できたらちょっとつまめる甘いものとかあったほうがいいよね。近くのコンビニに行くか）

　そう思ってエレベーターホールのほうへ向かおうとしたところで、美久は唐突に誰かに手を引かれた。声を出すより先に相手の姿が目に入り、やっとのことで叫ぶのを堪えた。

「……三澤さん」

　美久の腕を引っ張って給湯室に連れ込んだのは、晶だった。まさかそんなところにいるとは思わなかったし、何よりこんな行動に出るなんて思ってもみなかったから、美久はどう反応していいかわからなかった。

　彼は相変わらず、表情が読みにくい。目元の印象を隠すことでこんなにも人の顔というのは認識しづらくなるのかと、変なところで感心してしまった。

「え、何？　どうしました？」

　給湯室は、いつ誰が来るかもわからない場所だ。ここで噂話や悪口に興じる人もいるが、本来なら聞かれて困ることを話すのに向く場所ではない。

　だから、美久は努めて平静に、何でもないように聞いた。二人でいるところをもし誰かに見られても、誤解されることがないように。

　しかし、晶はそんなふうには考えないらしい。

「もしかして、ヤり捨てするつもり？」

　まるで捨てられた子犬みたいに、庇護欲をくすぐる様子で晶は言う。その表情と言葉に、美久は罪悪感を覚えて焦った。

「ちょ、ちょっと何言って……」

「俺たち、あんなに体の相性よかったのに？　あの夜のこと、簡単に忘れられるんだ？」

　すぐに返事ができないでいると、彼はそんなふうに詰め寄ってきた。これでは、あまりに人聞きが悪い。

「そ、そういうつもりじゃないけど……ほら、そっちが普通の同僚に戻るつもりだったら、こっちが変に意識しても悪いかなって」

「それでも、無視したりあからさまに避けたりすることないだろ」

「無視してないし、避けてなんか……は、ちょっとあったかなぁ……」

　今日一日の自分の行動を振り返り、美久は言い淀んだ。これまでだったら声をかけたであろう場面で、あえて声をかけなかったという自覚はある。

　日頃から美久は自分の直接面倒見ている社員ではなくても、「困ってることない？」とか「うまくやれてますか？」とか、気にして声をかけるよう心がけていたから。それをしなくなったということは、彼にしてみれば避けられているに等しいだろう。

「いや、あの夜のことで彼女面されても困るだろうなって……そういう話をしたわけじゃないし」

　言いながら、苦しいなと思っていた。確かにあの夜はそういった会話を飛び越えて行為に及んだわけだが、だからといってそれは彼を避ける理由にはならない。

「それって裏を返せば、俺に彼氏面するなってこと？」

「そういうわけじゃ……」

「あのあとのメッセージのやりとりもそっけないし」

「それは……うん、確かにそうだね」

　帰宅後、少しだけメッセージのやりとりはしたのだ。わざわざＩＤを交換したわけではなく、以前仕事のためにと知らせてあったから。これまでやりとりをしたことはなかったが、それが今回役に立った。

　だが、文字情報だけではやはり晶の本心がわからなくて、それを確かめる勇気も美久にはなかった。

　向こうにとってはただのワンナイトかもしれないと思っていたし、どういう意図だったのかはっきり確認して彼に真実を伝えられるのが嫌だったのだ。

　あの夜の彼との行為で慰められたからこそ、わざわざ新たな傷を作るかもしれないことはしたくなかった。

　それで避けてしまったというわけだが、正直今、彼が何の目的で自分に詰め寄ってきているのかわからなかった。

　本気の恋愛に発展させたいのか、と考えたが、失恋した直後でそこまで自信を持てない。それならば、あの夜のことで自分を脅そうとでもいうのかと考えて、そっちのほうがしっくりきてしまった。

「いろいろ話したい気持ちはわかる。私も話すべきかなと思うし。でも、ここ会社だから」

　喜びから一転、暗い気持ちになったが、それを表に出さないよう気をつけて美久は言う。そのせいで表情が硬くなってしまっていたが、晶は気づいた様子はない。

「じゃあ、今日の仕事終わってから会える？」

「わかった。時間を作るから」

「やった」

　晶の追及から逃れるために言ったのだが、彼はとても嬉しそうだった。重たい前髪と黒縁眼鏡に遮られていてもわかるほど、にっこりしていた。

「あまり長く抜けるといけないから……」

　彼の笑顔を見て頬が熱くなってしまったが、それを誤魔化すように美久は給湯室を出た。奈央に差し入れをするために席を外していたのだから、急いで戻らなければならない。

　それから美久は急いで会社近くのコンビニで奈央への差し入れの飲み物とお菓子を買って戻ったが、その後の業務は上の空になってしまった。晶に一体何を言われるのだろうかと考えると、まったく集中できなかった。

　それでも何とか奈央の作成した書類に目を通し、必要な指摘と明日以降の指示を出してから会社を出たのは二十時前。

　晶はそれよりも早く退社していたのを見ていたから、待たせることになってしまった。

　会社を出て、終わった旨をメッセージで送ると、彼からは『会社の裏に車を回してる』と返ってきた。彼はマイカー通勤ではないはずだから、わざわざ帰宅後車を取りに行ってくれたのかと思いながら裏手に行くと、もっと驚く光景が待っていた。

「えっ……」

　そこに待っていたのは、一目でわかる高級車だった。そして、そのそばに立っているのは、前髪を上げて眼鏡を外した晶だった。

「え……その姿……」

「古谷さん、会社の人にバレたら嫌なんだろうと思って、この姿にした」

「そ、そうなんだ……ありがとう」

　まるで変装をしたかのような言い方だが、どちらかといえば日頃の姿の方が変装だろう。そのくらい、彼の姿は違っていた。

　前髪を上げ、眼鏡をかけていない彼は、整った顔がよくわかり、まるでモデルか芸能人のようだ。そんな人が高級車のそばに立っているなんて、目立つに決まっている。

　会社の人に目撃される前にと、美久は慌てて助手席に乗り込んだ。

　美久がシートベルトを締めたのを確認すると、晶はゆっくりと車を出した。

　どこへ行くとも言わないから、これから車を走らせながら話をする気だろうか。

　運転席に座る彼はまるで知らない人のようで、美久は落ち着かない気持ちになる。だから、何か自分から話を切り出したほうがいいのか考えたものの、どう話したらいいのかわからなかった。

「何でそんな人見知りみたいになってんの」

「だって……知らない人みたいだから」

「この前、ベッドの上ではこの姿だったでしょ」

　どきまぎする美久をからかうように彼は言うが、そんなことを言われると余計に恥ずかしくなる。

　それにあの夜は、彼がどんな姿だったかなんて、じっくり見る余裕はなかった。お互いの体の境目が溶けてしまうほど抱き合っていたのだから、仕方がない。

「古谷さん、イタリアンは好き？」

「え、好きですけど」

「よかった。フレンチと創作和食とも迷ったんだけど、最初は無難にイタリアンかなと思って」

　ドキドキしている美久とは対象的に、晶は楽しそうだ。軽やかに運転しながら、上機嫌な様子で言う。

　彼のその言葉から、これから食事に行くのだとわかった。

　それから車はしばらく走り続け、高層ビルの屋内駐車場へと入る。そこは、有名なレストランが多く入っている建物で、まさかここに車を駐車するためにだけ来たのではないだろう。

　何度か利用したことがあるから、目玉が飛び出るほど高いわけではないことは知っている。だが、最初のデートに連れてくるチョイスとしての本気度と手堅さに、美久は内心、期待と不安でどうにかなりそうになっていた。

　エレベーターに乗り、たどり着いたのは高層階。予約を取っていたらしく、スムーズに個室へと案内される。

　夜景とシャンデリアの美しい、雰囲気のあるレストランだった。だが、余計な装飾は施されておらず、過度な華美さはないため、あまり慣れていない美久もそわそわせずに済んだ。

「コース、適当に頼んじゃっていい？」

「う、うん」

　未体験ではないとはいえ、こういうところで戸惑わずオーダーできるほどに慣れているわけではない。だから、美久は晶に任せることにした。

　彼は少しメニュー表を見てから給仕を呼ぶと、ワインの取り揃えなどについて質問しながらオーダーを進めていった。イタリアンのコースは前菜やメイン、デザートなどの食事の段階に応じてそれぞれワインを合わせることができるから、彼はどうやらしっかり選んでいったようだ。

「この前の飲みっぷりから、辛口も結構いけるのかなって思って、辛口中心にしてみたよ」

　彼がそう言ったとき、ちょうど前菜が運ばれてきた。それに合わせたワインも。

「わあ……美味しそう」

　運ばれてきたのは牛肉のカルパッチョで、その彩りの美しさに美久の食欲は早速そそられる。フルートグラスに入ったワインは淡い金色のスパークリングで、カルパッチョのあとに一口飲むと、キリッとしていて飲みやすく、肉によく合った。

「これまでお肉料理には赤ワインを合わせるのかなって漠然と思っていたんだけど、こういうのもすごく美味しいですね」

「気に入ると思った。でもちゃんと、メインの肉料理にはフルボディの赤を頼んだから、しっかりめのワインも楽しめるよ」

「……嬉しい」

　得意げな彼の表情を見て、美久も微笑み返した。

　この前の夜、一緒に飲んだときに彼が自分の好みをきちんと把握してくれていたのだと思うと、美久のときめきはどんどん加速していった。

　こんな扱いされたことがなくて、まだ相手の意図もわからないのに浮かれてしまいそうになる。

　それからもプリモピアットとしてキノコとチーズのリゾット、セコンドピアットとして炭火で焼かれた牛肉のステーキ、コントルノとして季節の野菜とキノコのソテーが運ばれてきた。それに合わせて赤白様々なワインも頼んでくれていたから、美久は食事と一緒に晶のちょっとしたワイン講座を楽しむことができた。

　彼の知識は豊富だが、決してそれは押しつけがましくなく、聞いていてとてもためになるものだった。女性との食事中に薀蓄を語ることを趣味としている男性がいるとよく聞くが、彼の場合はそうではなく、美久の理解度や興味に応じて話してくれているのがわかった。

　食事もお酒も美味しくて、彼との会話も楽しかったのでつい夢中になってしまっていたが、デザートが運ばれてきたときになってようやく、肝心なことをまだ何も話せていないのに気がついた。

　彼としてはデートに誘ってくれたのかもしれないが、美久の一番の目的は給湯室での話の続きをすることだ。

「本当はデザートワインも注文したかったんだけど、あんまり酔っちゃうと大事な話ができなくなるからね」

　運ばれてきたティラミスを食べようとしたとき、晶がそう言って微笑んだ。

　本来の目的を忘れていないということを、美久に伝えたかったのだろう。

　どう返事をしようかと考えていると、彼のほうから口を開いた。

「俺、実はずっと古谷さんのこと好きだったんだ。だから、この前の夜は俺にとって千載一遇のチャンスというか、絶対に逃せない勝負のときだったんだけど」

「……え？」

　晶は照れると、少し怒ったような表情になるらしい。いつも表情が読めない彼が、眉間に皺を寄せて頬をかすかに染めている。

　そんなふうに照れた様子を見せるということは、冗談などではなく本気なのだろう。

　だから、「ずっと好きだった」という言葉に驚きを隠せない。驚いてすぐに返事ができない美久を、晶は不安そうに見ていた。落ち着かないのか、グラスから少し乱暴にワインを飲む。

「私のこと、好きだったの？　全然気づかなかった」

「まあ、そうだろうね。古谷さんは全然下心なく優しいだけだし、俺も負担になりたくなくて会社では地蔵のようにしてるし」

「地蔵って……」

　彼が会社での自身の振る舞いをそんなふうにとらえていることがおかしくてたまらないが、それ以上に突然の告白に戸惑っていた。

「好きでいてくれたのは嬉しい。でも……本当に？　その、ついこの前まで結婚を考えていた相手がいたんだよ？」

　謙遜や卑下ではなく、事実の確認をしたくて美久は尋ねた。

　婚約をしていたわけではないが、二年の交際期間に結婚の話は何度か出ていたのだ。時期が来たらというような言葉を相手が使っていたため、美久はその時期とやらを待っていた。

　その結果二股をかけられ、挙句捨てられてしまったわけだが。

　次の恋を始めるまでに必要な適切な冷却期間というものがどのくらいかわからない。そもそも、そんなものはないという人もいるだろう。

　だが美久は、自分が逆の立場だったらどうだろうかと考えてしまったのだ。結婚を考えるほど好きだった人がいた人に、すぐにアプローチできるかどうかと。心に誰かの影を残した人と交際を始めるのは、やはりそれなりに勇気が必要なものだと感じるからだ。

　しかし、晶はそうは思わないらしい。

「過去になった男のことなんてどうでもいいよ。これからは俺が絶対に幸せにするし、逃してやる気もないし」

　そう言って彼は、不敵に笑った。その笑顔にときめくと同時に、美久はあの夜のことを思い出してしまった。彼はベッドの上でこんなふうに、艶っぽい表情を見せていた。

「えっと、あの……」

　慌てて返事をしようとすると、晶の人差し指が伸びてきて、それが唇に触れた。

「俺、楽しみなことは最後に取っておきたいんだ。だから、返事はデザートのあとに聞かせて」

「……うん」

　そんなふうににっこり言われると、頷くしかなかった。だが、ティラミスの味はよくわからなかった。

　デザートを食べ終え、食後のコーヒーを飲んでから、二人は店を出た。

　店を出て、車を少し走らせると、晶は海沿いのエリアで車を停めた。

「ここ……」

　車を停めたのは、夜景がよく見える場所だ。そういえば、夜景の見えるところで告白やプロポーズされることに、ひそかに憧れていた。それが叶うことなくこれまで生きてきたから、美久の胸は今、最高潮に高鳴っていた。

「夜景を見ながら告白なんてベタなの、嫌だった？」

　車を降りて何も言わずじっと海の向こうの夜景を見ていたのが気になったのか、晶が尋ねてきた。その少し不安そうな様子が、何だか愛おしくなる。

　こんなに素敵で、こんなに格好よくて、女性をエスコートするのにも慣れているような人が、自分に告白しようとして緊張しているのだ。それが可愛いと思ってしまう。

「ううん。私、夜景の見えるところで告白されるの憧れだったから……ベタだけれど」

　美久が照れながら言うと、晶はほっとした顔になる。だが、すぐに表情を引き締める。

「俺は、古谷さんのことが好きだ。だから、君の恋人になりたい。……無理なら、セフレでも。時間かけて、体から落とすから」

「もう……三澤さんったら」

　キリッとした顔で真剣な告白をしたかと思ったら、声を落としてとんでもないことを付け足す。そのくらい不安だったのかもしれないと思うと愛おしいが、彼をただのセフレとしてキープできる女性などいないだろうとおかしくなった。

　もちろん、美久もそうだ。

　彼からの告白を断る理由などないし、むしろ一緒にいるうちにどんどん好きになる。

　勇気がなくて、振られたばかりで自信がなくて、あの夜だけでいいと思おうとしていただけだ。

　本当は、慰めてくれたあのときから、恋は始まっていた。

「私で良ければ、喜んで……三澤さんの恋人になりたいです」

「やった！」

　美久の返事を聞くと、晶はまるで少年みたいに無邪気に言った。それから、美久を抱きしめてくる。

「ああ、嬉しい。信じられない……明日が休みだったら、今すぐ家に連れ帰ってめちゃくちゃ愛し合うのに」

　感激のまま腕に力を込めて抱きしめてくる彼は、耳元で囁くように言う。その声だけで腰が砕けてしまいそうになるが、彼の言う通り明日も仕事だ。この前みたいに、ドロドロに溶け合うわけにはいかない。

「週末に、ね？」

　抱きしめられて、このままなし崩し的にお持ち帰りされてしまいそうな気配がして、美久はそれをやんわりなだめようとした。彼に抱かれたいのはやまやまだが、自分も彼も、一度で我慢できる気がしない。

「普通に食事には誘っていい？」

「それはもちろん」

「わかった……それなら今夜は、キスだけで我慢する」

「んぅっ」

　それは、〝キスだけ〟などと呼べるものではなかった。いきなりねっとりと舌を絡められる濃厚な口づけは、彼とのあの夜を思い出させられる。彼は息の荒さと舌使いで、自身が欲情していることを伝えてきているのだ。

　彼の発情の気配は、美久の中の欲望も目覚めさせる。期待した体が、キスより先のための準備を始めようとする。

　それでも、だめだ。仕事に支障をきたすような付き合いは、好きだからこそしたくない。

　彼の胸をトントンとタップして、キスは終わりの合図を出す。すると彼は、それに素直に従って唇を離した。

「大好きだよ、美久。これから、めちゃくちゃ甘やかすから」

　名残惜しそうに今度は頬にキスをして、晶はそんな宣言をした。

　こうして改めて、美久と彼との交際は始まったのだ。

　ミステリアスでよくわからないと思っていた同僚は、とんでもなく絶倫のスパダリだったのである。







第三章








　「これからめちゃくちゃ甘やかす」という宣言通り、晶は美久にとことん甘かった。

　というよりも、彼にはどうにも貢ぎ癖があるのではないかと心配になってくる。

　彼は「美久の身に着けるもの全部俺が選びたいな」などと可愛く言ったかと思うと、アクセサリーから服から、あれこれとプレゼントし始めたのだ。

　そのどれもが、美久が日頃雑誌やモデルのＳＮＳで見かけては欲しいと思っているようなものばかり。しかも、金額的にポンポン買えるものではなくて、ボーナスの時期や何か特別なときに思いきって買うような価格帯のものだ。

　美久の勤めている会社は給与は悪くないが、ひとつ年上で中途入社の晶が美久よりうんと多く給与をもらっているのは考えにくい。だとしたら、彼に無茶な贈り物をしてほしくないと思うのだが、あまり聞き入れてくれる気配はない。

　元彼からもらったアクセサリーを使い続けるのは何となく癪だから、彼からの贈り物はありがたく使わせてもらっているが、自分との交際のせいで彼が大変な思いをするのは嫌だなと感じていた。

　とはいえ、住んでいるところもやたらとラグジュアリーなマンションだし、食事へ行く店のチョイスも高級志向だし、彼の金銭感覚や経済事情には謎が多い。あまり踏み込んだことを聞くのは行儀が悪い気がして聞けていないが、もしかしたらいわゆる〝実家が太い〟というやつなのかもしれないなと考えている。

　そうであったとしても、彼が美久のために躊躇いなくお金を使うことが心配ではあった。

　だから今日のデートはそれとなく、「たまには家でゆっくりデートもしてみたいな」と伝えてみたのだ。彼は特に反対することなく受け入れてくれ、「それなら、デリバリーでもしてみようか」と言ってくれたのだ。

　そして仕事終わりに彼の家に到着し、彼が頼んでくれたという食事が届くのを待っている。

「なんか、飲み物を入れるためのマシンが充実してるね」

　日頃は寝室とバスルームくらいしか見たことがなかった美久は、改めてキッチンを見させてもらっていた。

　アイランドキッチンの壁側のスペースには、いくつかの家電が並んでいた。パッと見てそれらが、コーヒーを淹れるための機械や炭酸水を作るための機械であるとわかる。

「それ、身内が買ったはいいけど自分で使うのは面倒くさいとか言って置いてったものもあるんだ。『飲みたいときは晶のところに来るから』って」

　彼はやや困ったように言った。親なのか兄弟姉妹なのかは今の口ぶりではわからないが、押しの強い身内がいることはわかった。

「そういうことだったんだね。これ、アイスコーヒーが作れるマシンだ……」

　いくつも並んだ家電の中に、美久がかつて購入を検討したものがあった。夏でもコーヒーを愛飲する美久は、マシンを買えばコーヒー代の節約になるのではと考えたのだが、使い勝手のいいものはどれも値段が高く、結局購入は見送ったのだった。

「美久、コーヒー好きだもんね」

「うん、好き。でも、家では紅茶も飲むよ」

「手前のそのマシンは、何と紅茶も緑茶も入れられるんだ」

「すごい！　これは専用カプセルをセットして作るやつだよね」

「いつでも使っていいよ。食後、何か甘い飲み物を作ろうか」

　楽しそうにする美久を、晶は優しい表情で見ていた。彼のこういった、美久が何をしていても可愛いと思ってくれている様子がたまらない。だが同時に、あまり甘やかさないでほしいなと思う。

　元彼に未練があるわけではないが、彼の心変わりによってどんなに想っていても永遠ではないと改めて知ってしまった。だから、このまま晶にズブズブに甘やかされたあと、もしお別れする日が来たとして、自分がそのときしっかり立っていられるかが不安なのだ。

「あ、来たかも」

　インターホンが鳴り、晶がモニター越しに何かやりとりをしていた。どうやら、頼んでいた料理が到着したらしい。

　少し待つと、今度は彼は玄関のほうに向かった。てっきり料理を受け取っているのかと思ったが、しばらくして戻ってきた彼は、その背後に男性を従えていた。

　その男性は、白い調理服に特徴的な帽子を被った、いわゆる板前の格好をしていた。あきらかに、デリバリーの配達人ではない。

「すぐ支度は整うからね。すごく手際がいいんだよ」

「え、うん……」

　戸惑っている美久に、晶はにこやかに説明する。

　目の前で板前が持ち込んだ道具類をキッチンのカウンターに並べていく。少しの間見守っていると、そこはたちまちちょっといい感じの寿司屋のカウンターになった。

「美久がゆっくり家で食べたいっていうから、せっかくならお寿司のデリバリーにしようと思って」

「うん……これ、出張板前ってやつだよね。パーティーとか、誕生日とかに呼ぶやつ」

「そうそう。楽しんでもらいたいなぁって」

　彼があまりにも嬉しそうに言うから、美久は何かをつっこもうという気でいたが失せてしまった。

　これは、美久の知っているデリバリーではない。一般的なデリバリーは食事が運ばれてくるものであって、食事を作る人ごと呼ぶものではない。

　しかし、彼にとってはどうやらそうではなかったようだ。それとも、美久を喜ばせようと張り切ってくれたのだろうか。

　とにかく、嬉しくないわけではないが今後こういったことはやめさせなければと思う。そして、誕生日が過ぎていてよかったなとも思う。もし彼に誕生日を祝われるとなれば、花火くらい上がりそうだし、何ならどこかのタワーが美久の好きな色に光りそうだ。想像して、少し頭が痛くなってきた。

「美久、嫌いなものはある？」

「ううん、お寿司は何でも好き」

「それなら、まずはおまかせで握ってもらうね」

　美久が喜んでくれるだろうかと、いそいそと晶は板前に要望を伝えていた。

　一般家庭のキッチンではきっと調理しづらいだろうと思うのに、彼は手際よく準備を進めていき、すぐにひと皿提供された。

　光りもの、鉄火、貝類にイカやエビなど、まんべんなくいろんなネタを握ってもらっている。

　回らない寿司屋にも何度か行ったことがあるが、こうして職人さんをすぐ目の前にして握ってもらったことはなかった。だから、緊張してしまう。

　しかし、食べないのは申し訳ないしもったいないから、美久は出されたものにそろりと手をつける。そして、一貫食べてその美味しさに感動した。

「……美味しい」

「美久、魚も好きなんだね」

「うん。特にお寿司が好きだから嬉しい」

　美久が日頃食べているのは、コンビニやスーパーで買えるパック寿司や、回転寿司だ。それも十分美味しいが、目の前で握ってもらえるものは格別だった。

　最初は内心、こんな贅沢をさせてもらっていいのだろうか……と、不安と落ち着かなさを感じていたが、食べ進めるうちにただ幸せを噛み締めていた。

　美久が冷静さを取り戻したのは、食事が終わって、出張してきてくれた板前が道具を片付けて帰ったあとだった。

「ねぇ、晶……」

　美味しかった食事に水をさすのもなと思いつつも、言わなければと口を開く。

「なぁに、美久。食後の甘いコーヒーでも飲む？」

　美久が苦言を口にするだなんて考えていない様子の晶は、嬉しそうに尋ねてくる。その笑顔に絆されそうになるが、今後の二人のためにと美久は表情を引き締める。

「ううん、そうじゃなくて……毎回デートでこんな贅沢させてもらって、いいのかなって……」

「美久は嫌だった？」

「嫌ではないけど……いつかこういうことが晶の負担になるんじゃないかとか、その……自分が〝普通〟で満足できなくなるんじゃないかとか、そういうのが不安で」

　全力で美久を喜ばせたいという顔をしているから、なかなかはっきりと言葉にするのは難しかった。

　美久の言葉を受け止めて、晶は少し考え込む様子を見せた。しかし、すぐにまた笑顔になる。

「俺は美久を喜ばせたいだけだから、負担になることはないよ。それなりに稼ぎはあるつもりだし。それと、美久が言ってるのが〝俺と別れたあと普通に戻れるか不安〟って意味なら安心して。俺から美久を離すことなんてないから」

　自信満々で、何の迷いもなく晶は言う。彼の気持ちを、二人のこれからを、信じられない自分のほうが悪い気がしてくる。

　新しく始まった恋に舞い上がれるほど美久が子供だったなら、よかったのかもしれない。だが、恋の終わりを経験したばかりの美久にとっては、晶からの溢れんばかりのまっすぐな愛を受け止めることがまだできていなかった。

　そして、溺れそうな自分にも気づいていて、それもまた怖いのだ。

「……わかった。でも、たまには本当に家で料理作って食べたり、普通にデリバリーしたものを食べたりしようね」

「うん。美久の手料理も嬉しいし、一緒に作るのも楽しそうだね」

　美久の譲歩案に、晶は嬉しそうにした。ひとまず、傷つけずに彼に自分の考えを伝えられたようでよかった。

　しかし、彼に甘やかされてダメになってきているのでは……という不安は、まだ拭えなかった。







　晶の甘やかしによりダメにされているのではないかと心配している美久だったが、それはベッドの上でも感じていることだった。

　これまで自分を感じにくいと思ったことはなかったし、セックスできちんと気持ちよくなれていると思っていた。だが、晶との行為は、彼に与えられる快感は、これまで知っているものとは比べものにならないのだ。

　今もまさに、美久は彼に快感を与えられている最中だ。

「あっ……や、あぁっ、ぁんっ、んんっ」

　晶の温かな舌が、美久の秘裂をゆっくりと舐め回している。かと思えば、時折高速で動く舌が花芽を愛撫したり、蜜口からぬるりと入ってきて内側の弱い部分を擦りあげたりと、緩急をつけてずっと快感を与えられている。

　彼の舌での愛撫は、美久が達しても終わらない。それどころか、長いときは一時間近く舐められているときもある。

　これまでの男性との行為の中で、舐められたことはある。だが、そんなに長い時間舐めることはないし、舐められて達したことなど一度もなかった。

　だから、晶に与えられる快感は未知のものばかりだ。

「やっ、だめ、それ……あっ！　あぁぁんっ！」

　突然、晶が花芽を勢いよく吸った。かと思うと、指を二本蜜壺に挿入し、膣の上底をノックするようにリズミカルに触れてきた。その部分は、美久の弱いところだ。指や肉棒の先端で擦られると、たちまち達してしまう美久の性感帯。

　そんな部分を独特のタッチで触れられて、気がつくと快感を極めていた。

　ゾクゾクとした感覚が背中を駆け抜けていくのと同時に、何かが出てしまいそうな不安を感じた直後、指を引き抜かれた蜜口から飛沫が上がる。

　晶と付き合い始めてからの明確な体の変化は、これだ。

　これまで一度も潮吹きなんてしたことがなかったのに、晶との行為中には何度も経験している。彼の手によって自分が作り変えられていくかのような、不思議な感覚だ。

「ね、あきら……もう、挿れて」

　何度も達せられ、ドロドロに溶かされてしまっている美久だったが、肝心なところはまだ刺激されていないままである。熱は冷めないどころか、美久の体を焦がすほどに燃え上がっているようだ。

　彼はいつも、美久をドロドロにしてからしか挿入してくれない。今夜は日頃にも増して焦らされている気がする。

「美久、俺のが欲しいんだ？」

「……うん、欲しい」

　美久が恥ずかしがるのがわかっているくせに、晶はわざわざ尋ねてくるのだ。こういうとき、意地悪だなと思うものの、決して自分が嫌だと感じていないことにも気づいてしまう。

　晶はおもむろに避妊具を取り出すと、それを見せつけるようにして自身に装着していく。ほんのり色づいた薄膜が彼の剛直を覆っていく様子は、いつ見ても淫靡だ。

　これを今から自分の敏感な場所に迎え入れるのだと思うと、美久の下腹部はキュンと疼いた。早く一番奥の、うんと気持ちがいい場所に触れてほしい。

　だが、薄膜を装着すると晶は、ベッドに横になってしまった。

「美久、おいで」

　そう言って彼は、艶っぽく笑う。つまり、欲しければ自ら迎え入れろということなのだろう。恥じらう気持ちは当然あるものの、ここで動かずにいることはできなかった。

　美久は彼の上に跨ると、彼のものに手を添えて上向かせると、その上にゆっくりと腰を下ろしていく。

「ん、うぁ……」

　先端が濡れた蜜口に触れると、粘度の高い水音がした。ぬち……と硬いものが粘膜をかき分けて進む感触を味わいながら、ゆっくりゆっくり腰を落としていく。

　これまで何度となく彼の大きなものを呑み込んできたというのに、まだ慣れたという感じがしない。未だに隘路をかき分けてくるという感覚は抜けず、それゆえ自分で迎え入れるときは少し緊張する。

　こんなに太くて硬くて長いものが自分の中に収まるというのが、不思議でたまらないのだ。不思議でたまらないが、呑み込むとこれ以上ないほどの快感を与えてくれることはわかっているから、恐れはない。

「は、あぁ……」

　根元まで呑み込んで、美久は深々と溜め息をついた。先端が最奥を押しつぶす感覚に、ビリビリとした快感が腰のあたりから全身に広がっていく。

「俺の、気持ちいい？　好きに動いて、もっと気持ちよくなっていいよ」

　快楽に頬を染める美久を見て、晶は満足そうに微笑む。かすかに眉根を寄せているのを見ると、彼も気持ちよくなってくれているのがわかる。意識して力を入れて彼のものをキュンと締めてみると、切なそうな息が漏れた。

　彼が自分のもので気持ちよくなってくれるのが嬉しくて、もっと気持ちよくなってほしくなる。

　彼にもっと感じてもらおうと、美久は腰を上下させて彼のものを抜き挿しした。引き抜くときも再び呑み込むときも、彼の嵩高い部分が好いところを擦って、たまらなく気持ちがいい。抜き挿しを速くすると彼も気持ちがいいらしく、漏れる息が荒くなる。

　そうやって何度か彼の上で飛び跳ねているうちに、先端が最奥の、美久が最も感じる部分に擦れることがある。それがより一層気持ちよくて、徐々に腰を振る速度を落として、その好い部分により当たるような動きをそのうちするようになってしまう。

「あっ……ぅうん……はぁ、あぁっ……」

　腰を落としたまま、円を描くような動きをすると、大好きな場所が強く擦られる。晶と行為をするまで、自分が奥で感じるタイプだとは思っていなかった。しかし、彼に抱かれてから、一番奥を擦られるのが好きになった。

　奥に彼の剛直の先端が当たっていると、自分の中の快感ゲージが上がっていくのがわかる。最奥から腰、腰から背中へと快感が広がっていって、ゲージがマックスまで到達すると、快感は脳から爪先へも駆け巡っていくのだ。

　早く背を仰け反らせ、爪先をピンとしてしまうような大きな快感の波に飲まれたくて、美久は夢中で腰をくねらせる。奥まで呑み込んだまま時折上下の動きを加えると、まるで奥をノックするみたいな振動が伝わって、それもまた気持ちがいいのだ。

「あぁっ、え、ぁっ……！」

　あと少しで快楽の頂に手が届きそうだというところで、突如痛み混じりの快感を感じて美久は動きを止めた。

　晶が、美久の花芽を思いきり引っ張っていたのだ。

「好きに動いてもいいとは言ったけど、美久ひとりで気持ちよくなったら嫌だよ。寂しいから、俺も気持ちよくして」

「あっ、ぅんっ、するっ！　するからぁっ……ひっぱっちゃ、だめぇっああぁっ！」

　彼は美久の花芽を引っ張ったまま、左右に揺らすような動きをした。そんなことをされると少し痛いのに気持ちがよくて、美久は動けなくなる。動いて彼を気持ちよくさせたいのに、うまくできない。

「美久ったら、まだ自分だけ気持ちよくなろうとしてる。──悪い子だから、お仕置きな」

「お、おしおき……やっ！　あぁっ」

　晶はニヤリと笑うと、猛然と下から突き上げ始めた。自分で動くときよりも強烈な抜き挿しが美久を襲う。

　奥をガンガン突き上げられながら、彼に花芽を引っ張られ続けている。そんなことをされていたら、やがてより敏感な部分が、剥き出しになってしまう。

「や、だめっ、だめぇ……そこ！　強く擦ったら……あぁぁっ！　ひぅっ」

　剥き出しになった陰核を、晶は容赦なく親指で擦り上げた。結合部から溢れた蜜を塗り込むようにされると、美久はたちまち快楽の頂を極めてしまう。

　ビクンとひと際大きく腰を跳ねさせると、その次の瞬間、勢いよく飛沫が上がった。またも潮を吹かされたのだ。

　晶の手によって体を作り変えられてしまった美久は、絶頂と潮吹きがセットにされてしまっている。

「やだ……も、イッてる……イッてるからぁ、あぁぁっ」

「イッたのは美久だけだよ。俺はイッてないから、まだ終わらないよ」

「んぁあっ」

　達したばかりで敏感になっていたとしても、晶が責めの手を緩めることはない。腰を掴んで逃げられなくした上で、さらに激しく下から突き上げる。

　上体を起こしていられなくなった美久は、晶の胸に顔を埋める格好になった。そのまま、素早く抜き挿しされる。

　太さと硬さを増した肉楔が、美久の濡れて柔らかな肉を抉っていた。先端のくびれが、容赦なく弱い部分をかき出すように擦る。抜き挿しされるたびに飛沫が上がるが、それは泡立った蜜なのか噴き出した潮なのか、もはやわからなくなっていた。

「美久、そろそろ……」

「うんっ……あぁっ、きて……あぁぁっ……！」

　美久が何度めかわからないほどの絶頂を迎えたあと、ひと際大きく突き上げ、晶は達した。精が放たれるたびに肉棒が太くなる感覚が美久に快感を与えて、また気持ちがよくなってしまった。

「……すごい濡らしちゃった……ごめんなさい」

　避妊具が外れないようにゆっくりと彼が出ていったことで、美久の中で泡立っていた蜜もドロリと出ていく。それが、すでにすっかりぐしょぐしょのシーツをさらに濡らしてしまって、まるでお漏らしをしたみたいなシミを作っているのが、美久に羞恥を与える。

「仕方ないよ。美久は感度よくって、すぐ気持ちよくなっちゃうから。今日もいっぱい潮吹けてえらいな。……俺のここもぐちゃぐちゃだ」

　そう言って晶は、自身の茂みを指差していった。先ほどまで美久の蜜口と触れ合っていたそこは、濡れてぬらぬらとしていた。

「このまま寝ると濡れてるから、お風呂入ろうか？」

「ううん……腰、すごくダルくて立てそうにない」

　晶が優しく言ってくれたが、すぐに立ち上がれそうになかった。彼との情事は激しすぎて、翌日筋肉痛になることもあるくらいだ。抱き合っているときは夢中だが、結構無理な体勢をしているのだ。

「それなら俺が運んであげる」

「きゃっ……重いでしょ？」

「全然。……何なら、今度抱き上げた状態でめちゃくちゃ可愛がってあげようか？」

　動けないでいると、ベッドから立ち上がった晶が美久の体を抱えた。持ち上げられた美久は慌てたものの、彼は冗談を言うほどの余裕がある。

　だが、美久にはいろんな意味で冗談には聞こえなかった。

「……あるの？　そういう体勢でセックスしたこと……」

　バスルームに運ばれた美久は、小さな声で尋ねた。真正面から尋ねる勇気はなかったが、聞かずにいられることではなかった。

　美久は時々、不安になってしまうのだ。

　晶みたいに格好よくて尽くすタイプの、その上ベッドでのテクニックが最高の男性に過去の恋愛遍歴がなかったわけがない。こんなふうに過去、彼に可愛がられた恋人がいたのだと思うと、仕方がないと思うのに嫉妬してしまう。

「なぁに、えっちな美久ちゃん。気になっちゃう？　やったことないけど、できるんじゃないかな」

　美久が俯いているのを、恥ずかしがっているととらえたらしい。晶は美久の髪をわしゃわしゃと撫でてから、「今度しようね」と耳元で囁く。

　彼はきっと、美久が過去の恋愛遍歴を想像して不安になっていることなど知らないのだろう。美久も知られたくないから、それはそれでいい。

　今こうして愛を注いでくれる彼に対して不安を覚えるなんて、我ながら面倒くさいと思うから。面倒くさい女であることは、ずっと彼に知られずにいたい。

　晶はそれから、美久の体を洗ってくれた。とはいえ、当然その手つきは淫靡だ。ボディソープでヌルヌルにした手で全身を撫で弄り、最終的には背後から抱きしめて、屹立を美久の太ももに挟んで腰を振っていた。

「もう……これじゃ、全然洗えてないよ」

「ごめん……美久が可愛すぎて……挿れるのはこれ以上美久の体に負担かけるのは悪いから我慢するけど、可愛いお尻と太ももは貸してほしい」

　美久が呆れても、晶はお尻の割れ目と太ももの間を行ったり来たりさせるのをやめなかった。彼が気持ちよくなってくれているのが嬉しくて、美久もそれ以上強くは言えない。

　彼にこんなふうにされるのが、どうやら嫌ではないのだ。彼に愛撫されたり、彼のものでかき回されて気持ちよくされるのも好きだが、彼が自分の体を使って気持ちよくなってくれるのは、恥ずかしいけれど嬉しくなる。だから、気がつけば彼が擦りやすいようにお尻を突き出す格好になってしまっていた。

「かわいいな……美久のここも、可愛がってやるから」

「ああぁんっ！」

　晶の手が後ろから伸ばされてきて、花芽を指先で捏ね始めた。蜜とボディソープが混ざってヌルヌル滑って、いつもの比べものにならないほど気持ちがいい。少し指先に力を入れられるだけで、気持ちがいい場所をぬるぬると擦られて、美久は切なくなって腰が動いてしまう。

「……んあぁっ」

　美久はまたしても蜜を溢れさせながら、あっという間に果ててしまった。

「美久っ……くぅっ……」

　何度か激しく太ももの間を抜き挿ししたあと、彼は自身を手で強く握って扱いて、それから果てた。飛沫がお尻にかかる感触に、美久も達成感のようなものを覚える。だが、くったりして動けなくて、彼に腰を支えてもらっていないと立っていられないほどだ。

「……俺のがかかってる美久の尻、エロいな。名残惜しいけど、ちゃんと洗ってやらないと」

「んん……」

　またもいやらしい手つきで触れられて身構えたが、今度こそ晶は美久の体をきれいにしてくれた。そのあと、髪も丁寧に洗ってトリートメントまでしてくれ、バスルームを出たあとは髪を乾かすことまでしてもらった。

　彼は快楽を貪るだけ貪って、その後のことに興味がないというタイプではない。しっかりとあとのケアまでしてくれる。

　こんなに尽くしてくれる男性を、美久は他に知らない。

「……私このままじゃ、晶なしじゃだめな体にされちゃいそう」

　シーツを替えて清潔になったベッドに横たわり、美久はしみじみと言った。甘やかされて、どんどんダメにされている気がする。

「それが目的だよ」

　美久の呟きに、晶は悪い顔をして応えた。

　それを聞いて、ちょっぴり怖いなと思うのに、嫌いになれないのもちゃんとわかっていた。

　会うたびに、抱かれるたびに彼に溺れていく。それはもう、どうしようもないほどに。





＊＊＊






　平日の夜のデートも好きだが、晶は金曜の夜を今最も愛している。

　なぜなら、金曜の夜は週末へと続いているから。心置きなく美久を愛で、とろとろに溶かすことを許されているから。

　軽く食事を済ませると、今夜も美久の肩を抱いて一緒にマンションのエレベーターに乗り込む。会話はしないが、頭の中はお互いこれからのことでいっぱいだ。

　隣に立つ美久をこっそり見ると、仕事中のようにキリッとした表情をしていた。しかし、よく見れば頬がほんのり赤くなっており、それに気づいたことでよりいっそう愛しくなる。

　晶は彼女のこの、キリッとした表情に恋をしたのだ。




　美久のいる会社に中途入社したとき、面倒事を避けたくてとことん地味めの見た目を意識した結果、今のようになった。

　すると、男性社員には警戒され、女性社員には嫌われた。箸にも棒にもかからない扱いを狙っていたから、これは予想外だった。

　〝読めないやつ〟ということで男性たちに警戒されるのは、まあ理解できる。中途入社ということで得体が知れなくて、あることないこと噂が流れているせいもあるだろう。

　しかし、女性からの扱いには驚いてしまっていた。

　これまで女性というものは自分に対して優しくて、愛想がよくて、親切だった。だが、ほんの少し容姿を誤魔化して素性を隠しただけで、扱いが変わるということを知った。そして、これまで女性からの好意は主に自分の容姿もしくは肩書に向けられていたのだと理解した。

　とはいえ、女性に騒がれるのを避けるための変装だったから、これは願ったり叶ったりだ。

　それに、仕事なら美久が教えてくれたから平気だった。彼女は晶の直属の先輩というわけではないのに、いろいろと気にかけてくれる。

　彼女は仕事ができる上、誰に対しても親切だった。

　自分の後輩の面倒はしっかり見るし、部署内で滞っていることがないかにも目を光らせていた。体調が悪そうな人には差し入れをし、悩みや仕事をひとりで抱えていそうな人には声をかけ、仕事を自分と余裕のありそうな人に分担した。

　中途入社の晶に、どのように仕事を教えたらいいものかと誰もが戸惑っているのを感じていた。そんなときに彼女が、お手製の資料をくれたのだ。「私が新人のときに、自分のためにまとめたものなんだけど。でも、新人教育に結構重宝してるんだ」と言って。

　その資料に、晶は大いに助けられた。そして、彼女の気遣いに心を救われた。

　次期リーダーなのだと聞かされていたが、彼女の気配りや能力の高さを見れば納得だ。

　だから、彼女が自分にだけ優しいわけではないのは、すぐに理解した。そこに惹かれたと言ってもいい。

　仕事ができて、人がよくて、頑張り屋の美久のことを、好きになるのに時間はかからなかった。だが、そんな素敵な女性に恋人がいないわけがないのもわかっていたから、ただ見ていただけだ。

　そんなふうに見つめ続けて一年以上が経ち、ようやく訪れたチャンスがあの夜だった。

　あの日、幸運なことに彼氏に振られた直後の彼女と街でばったり出会えたから。彼女が弱っていて、「慰めて」とすがってきてくれたから。

　絶対に逃したくなくて、あの夜は容赦なく抱き潰してしまった。

　と言いつつも、交際が始まってからも彼女のことを抱き潰したくてたまらない欲は薄れない。最初は、元彼とのことを上書きしてやろうと躍起になっていたが、今は違う。

　あまりにも体の相性がよすぎて、抱けば抱くほど欲しい気持ちが強まるのだ。

　そして今夜も、一度抱いたら彼女が意識を失っても止まることなどないのだろう。

　手を繋いでエレベーターを降りたときから、そんな予感がしていた。




　真っ白な裸体を組み敷きながら、晶は幸せな気分に浸っていた。

　彼女の蜜壺に自身の剛直を突き立てていると、気持ちがいいだけでなく幸福感に包まれてくる。愛する女性を今この世で独占しているのは自分なのだという、そんな少し薄暗い快感だ。

「ん、あ……」

　緩く腰を動かすと、美久の口から可愛い声が漏れた。愛しくて、髪や頬を撫でると、彼女は悩ましげに眉根を寄せる。もどかしそうに少し腰が揺れるのがなお可愛い。

「美久、どうした？」

　わかりきっているのに、晶はわざと尋ねる。緩くしか動いていないから、彼女はきっと物足りないのだろう。だが、可愛い彼女の口から言わせたいから、晶はあえて気づかないふりをする。

「……もっと、いっぱいしてほしい」

「してるじゃん」

「ちが……そうじゃなくて……もっと、動いてほしいなって」

　晶が気づいていることに、美久も気づいているのだろう。唇をやや尖らせ、潤んだ目で拗ねたように見つめてくる。腰も、ねだるように揺れている。

　それがあまりにも可愛くて、晶の頭に悪い考えが浮かぶ。彼女が何をしてほしいかわかっているが、どうせならもっと可愛くねだられたい。

「『奥までガン突きしてほしい』って言って。そしたら、めちゃくちゃ気持ちよくしてやるから」

「んっ……」

　耳に息を吹き込むように囁やけば、一気に美久の頬が真っ赤になった。肉棒を咥え込んだ膣内が、キュンと締めつけられる。

　これまで何度となく彼女を抱いて気がついたのは、彼女は激しく強引にされるのがわりと好きだということ。どちらかといえば、Ｍっ気があるということ。

　好きな子のことはちょっといじめたくなる晶とは、まさに最高に相性がいい。

「お、奥……いっぱい、突いてほしい……」

　顔を真っ赤にした美久は、羞恥のためか快感のためか、目をさらに潤ませていった。だが、そんなふうに恥じらっていても、我慢しきれず腰が動いてしまっている。

　可愛くて愛しい恋人からのおねだりに、晶は自分の中の獣の部分に火がつくのを感じた。

　本当なら、美久の口からもっと可愛くねだられたい。なんなら、きわどいことも言わせてみたい。だが、そんな駆け引きをするよりも今すぐ可愛がりたくなって、晶は彼女に荒々しく口づけた。

「美久、膝立ちになって」

「ん……」

　晶は一度中から自身を引き抜くと、彼女を膝立ちにさせた。そして、背後から再度挿入すると、彼女の両腕を引いて激しく腰を動かし始める。

「ああぁっ」

　膝立ちになった美久の体を支えているのは、後ろから深々と貫いている晶の屹立と腕を掴んでいる手だけだ。倒れないように姿勢を保とうとすると、どうしても体を揺さぶられるしかない。

　美久自身は正面から抱き合うのを好むが、後ろから貫いたほうが感じるのは最初に体を重ねたあの夜に気づいたことだ。

　何度めかの挿入の際にうつ伏せにした彼女に覆い被さって責め立てると、それまで以上に感じていた。翌朝、一緒にシャワーを浴びたときに壁に手をつかせて激しく後ろから挿入したら、晶が達するまでに三度も果てていた。

「美久、気持ちいい？」

「う、んっ……きもち、いいっ……奥、当たって、すごぃ……んんっ」

「美久は後ろから激しく突かれるの、好きだもんね。奥の奥まで届くから気持ちいいんだよね」

「あァンッ！」

　美久自身が気がついていない彼女の気持ちよくなるポイントを知っていくことが、今の晶の何よりの快感だ。いや──これは、好きな女性を自分の手で開発していく喜びかもしれない。

　腰を大きくグラインドさせ、激しい抜き挿しをしていた晶だったが、後ろからギュッと美久の体を抱き寄せ、肉楔を最奥に押しつけるような動きに変えた。

「あっ……それ、あぁ、ん、あ、あぁっ」

　先端をぐりぐりと押しつけながら、片方の手で胸の頂を潰し、もう片方の手で花芽を捏ね回すと、美久は甘く切なそうに啼いた。声が甲高くなり、少し裏返るようになるのが可愛い。余裕がなくなってきている証拠だ。

　ぐりぐりと押しつけるような動きと、軽く腰を振って最奥をノックするような動きを繰り返すと、さらに彼女の声は切羽詰まったものに変わる。

「ひっ……だめっ、それ、だめぇ……あぁ……」

　彼女の口からこぼれる〝だめ〟はすべて〝すごくイイ〟だ。気持よすぎてもうすぐ果ててしまうという、彼女の可愛すぎる弱音。

　弱音を吐く彼女が可愛くてたまらなくて、晶は意地悪をしたくなる。もっと乱れて啼かせて、頭の中を恋人との快楽でいっぱいにしたくなる。

「気持ちいいね、美久。美久の中、俺でいっぱいになって、一番気持ちいいところ擦られて、頭の中真っ白になっちゃいそうだよね」

「やっ……！　だめ、それぇっ……」

　結合部で泡立っている蜜をまぶすようにさらに力を入れて花芽を捏ねると、美久はその気持ちよさに身をよじった。イヤイヤをするように髪を振り乱すが、拒んでいないのは肉楔を食い締める蜜壺にさらに力が入ったことでわかる。

　もっと気持ちよくしてやりたくて、もっと乱れた彼女が見たくて、晶は花芽を愛でる指先に、さらに力を込める。

「美久、イッて。そしたら、もっと気持ちよくしてあげる」

「──あぁァ、んっ……！」

　花芽を指先でピンと弾くと、彼女は背を大きく仰け反らせて達した。

　濡れて柔らかく溶けた肉襞が、晶の剛直に激しく絡みつく。それが美久からの〝早く出して〟というおねだりに感じられて、晶はたまらなくなって彼女の腰を掴んだ。

「美久っ……かわいい美久……出すよ、出る……っ！」

　腰を大きく振って高速で抜き挿しを繰り返し、奥を抉るように突いた瞬間、先端から欲望が雫となって迸った。脈動するその感覚から、溢れるものの量が多いのがわかる。薄膜に保護されていなければ、これがそのまま彼女の奥に注がれたのだろうと思うと、たまらない気持ちになる。

　薄膜越しでもこの気持ちよさだ。それなら、隔てるものがない状態で抱き合えたらどれだけ気持ちいいのだろうかと考えてしまうのだ。

（美久の過去の男の中には、避妊をしないやつもいたかもしれない……）

　そんなことを思うと、どうしようもない嫉妬に体の内側を焼かれるような心地がする。

　彼女が大事だから絶対に避妊はするが、彼女と隔たりなく抱き合ったことがある男がいるのかと考えてしまうと、頭がおかしくなりそうだった。

「あ……やばい。気持よすぎて、意識飛んじゃってた……」

　腕の中で美久がふらりとしたのがわかって、晶は慌ててその体を支え直した。彼女の中から自身を引き抜き、ベッドに寝かせてやる。

「すっごく揺さぶられたから、まだ体が揺れてるみたいに感じる」

　ベッドに横になった彼女は、そう言って「ふふ」とはにかんだ。それから、欲望の雫で先端がだらりと下がった避妊具を見た。

「……今日もいっぱい出してくれたんだね。嬉しい。そんなの注がれちゃったら、すぐに妊娠しちゃうよ」

　照れたように言う彼女が可愛くて愛しくて、だがそれと同時に狂おしく感じる。そんなことを言われたら男がどんな気持ちになるのか、今すぐ身をもってわからせてやりたくなる。

「……美久それ、誘ってるの？」

「うん……どうしよう、私、晶と付き合い始めてからすっごく淫乱になっちゃったみたい」

　少し意地悪な気持ちで尋ねたのに、予想外の可愛い言葉が返ってきて、晶は返事に困った。

　情事のあと、乱れの残る姿で恋人にそんなことを言われて平常心でいられる男がこの世のどこかにいるとしたら見てみたいと思う。

「自分がこんなにエッチだなんて知らなかったし、こんなに気持ちよくて、こんなに何度も何度としたくなるのは初めてで……淫乱だと嫌われちゃう？」

　照れと不安が入り交じる表情で、美久は晶を見つめてくる。そんな顔をされたら、先ほどまでの暴力的な欲望は鳴りをひそめ、胸の奥が切なく軋むような愛しさが広がる。

　それと同時に、満足感も得られた。「こんなに気持ちいいのは初めて」だなんて言われれば、恋人としてこれほど幸福なことはない。

「美久は、俺だから欲しくなるんだろ？　それは別に淫乱なわけじゃない」

　愛しくてたまらなくて髪を撫でてやれば、美久はその手に甘えるように擦り寄った。

「そっか……晶がたくさん気持ちよくしてくれるからだね」

　そう言って、心底幸せそうに目を細める彼女が愛おしい。

　愛おしいから、もっと触れたくなる。彼女を自分のものにしたくなる。

「……今夜は、もう足りた？　それとも、もっとしたい？　俺は、美久の体力がもつ限り、何度だって抱きたいけど」

　彼女の肉付きの薄い腹を撫でながら問えば、すぐさまその目がとろんとする。腹は特に性感帯ではないはずだが、触れる意味がわかるから感じてしまうのだろう。

　晶が軽く力を込めて触ったのは、恥骨と臍の中間地点。いつも、晶のものを呑み込んでいる場所だ。そこを意味ありげに触れられれば、意識してしまったに違いない。

「足りないよ……全然足りない。だから……もう一回して？」

　恥ずかしそうに言いつつも、美久の手は晶のものに伸ばされている。先端を掴むと、優しく手のひらを押しつけるようにマッサージしてくる。

　少しずつ硬さを取り戻してきているものの、撫でるだけではすぐに完全回復しないとわかったからか、彼女の口がおもむろに近づいてきた。ためらいなく舌を伸ばすと、おいしいものにでもするかのように舐める。

「あ……美久っ……」

　先端を口に含んで吸い上げるような動きをされ、強烈な快感が走って思わず声が漏れた。晶の反応から〝正解〟がわかった彼女は、先端を吸い上げる動きと肉竿を軽く握って擦る動きを同時に行ってくる。全体に唾液をまぶして滑りをよくされているものだから、痛みや引っかかりもない。

　油断するとこのまま彼女の口の中に劣情をぶちまけてしまいそうだと感じて、晶は悩んだ。

　彼女の口内を穢したい欲望と、彼女を組み敷いて快感に溺れさせたい欲望がせめぎ合っているのだ。

「美久……このまま口の中に出すのと、美久の体を可愛がるの、どっちがいい？」

　選べない晶は、美久の選択に委ねることにした。

　どのみち、どちらを選択したとしても、あと一回や二回で終わるはずがないのだから。

　可愛くていやらしい美久を前にしたら、性欲は収まることなどない。

「……可愛がってほしい」

　晶のものから口を離し、美久が恥ずかしそうに言ったのが合図だった。

　晶は再び美久の中に入ると、おねだりに応えるべく存分に彼女のことを可愛がった。







第四章








　もう彼と恋人になってから、半年が経っていた。

　晶に甘やかされているのには少しずつ慣れてきたが、自分が彼のために何もできていないことが美久は引っかかっていた。

　彼が何かしてくれるから代わりのものを差し出したいという気持ちではなく、美久だって彼に尽くしたいのだ。彼が美久にいろいろしてやりたいという気持ちが、美久の場合は彼のお世話をしたいということなのだろう。

　仕事の面では、でき得る限りのサポートをしている。だが、私生活のほうでは彼が美久にしてくれるばかりだ。

　だから、ちょうど彼の仕事が忙しくなったタイミングで、ある提案をしてみた。

「え……美久が手料理振る舞ってくれるの？　本当に？　美久も仕事終わって帰宅したあと、疲れてるだろ」

　彼は嬉しそうにしつつも、申し訳なさそうな顔をした。

　最近、お互いに忙しい時期になってきて、ゆっくりデートできないどころか会社で言葉を交わすのが難しい日も増えてきた。晶の顔にはあきらかに疲れが出てき始めたのも気になる。

　そこで美久は、せめて夕食をゆっくり摂れればと、料理を作る提案をしたのだ。

「確かに、外食するときに食べるみたいな豪華な料理を作ってって言われたら無理だけど、ワンプレートご飯とか丼物とかなら、そんなに時間かからずできるから。これでもちゃんと、自炊して生活してるんだよ」

　給湯室でたまたま見かけて声をかけると、晶は疲れた顔をしていた。おまけに、コーヒーを淹れに来たその手つきにも疲れが見えて、心配になってしまったのだ。

「美久の生活能力を疑ってるわけじゃないけど……でも、お言葉に甘えようかな。実は、面倒で最近食事は栄養ゼリーとかでいいかなとか思って、ちゃんとしたもの食べてなくて」

「何となくそうかなと思ってたけど、やっぱりか。忙しいとそうなっちゃうよね」

　食にこだわりが強い人は、ゆっくり食べられないならむしろ食べないという選択をする人もいると聞いたことがあったが、どうやら晶もそのタイプらしい。彼がお弁当やカップラーメンを買って食べる姿は思いつかなかったから、納得といえば納得である。

「じゃあ、これ合鍵」

「あ、ありがとう。私の家でもいいんだよ？」

　話の流れとはいえ、晶が何の躊躇いもなく合鍵を差し出したことに美久は驚いていた。だが、当然嬉しくもある。

「ううん、受け取ってほしい。俺さ、想像したんだよ。疲れて帰宅して、自分の家に美久がいるところ。それだけでかなりやる気が出たから、食事なんて二の次。もう、いてくれるだけで嬉しい」

「わかった。でも、ちゃんと食事はしてほしいから、何か食べやすいものを作るね」

「嬉しい。早めに終わらせて帰る」

　晶は美久の手に合鍵を握らせると、眼鏡の奥の目を細めて給湯室を出ていった。彼の変装を解いた姿を知っている美久にとっては、重めの前髪と眼鏡で隠されていてもかっこよく見えてしまう。

　合鍵が予想以上に嬉しくて、美久はその日はいつも以上に気合いを入れて仕事を終わらせた。幸いにして後輩の指導などの突発的な業務も発生せず、朝に申請していた一時間ほどの残業を終えて退社することができた。

　休憩のときに何を作ろうかレシピを検索して、今夜の献立は決めている。

　念のため、雑貨屋に寄って使い勝手が良さそうな食器を手に入れてからスーパーに向かった。せっかく料理の材料を手に入れても、調理器具や食器がないのでは意味がない。

　この前キッチンを見せてもらったときに、最低限の鍋やフライパンはあったが、皿はひとり暮らしらしく数が少なかった。そこに自分の分の食器も置くことになるのだと考えて、美久はにやけてしまった。

　先走って同棲や、その先のことを考えているわけではない。だが、彼の生活の中に自分の痕跡が少しずつ増えていくのが、ちょっぴり嬉しかった。

　晶があまりにも貢ぐから、最近美久の部屋には彼から買ってもらったものが増えていっている。それを見て幸せな気持ちになるように、彼も美久のものが部屋にあるのを嬉しく思ってくれたらいいなと思う。

「よし……作るぞ」

　マンションに到着し、エントランスを抜け、エレベーターに乗って無事に晶の部屋に入って、美久は気合いを新たにした。これまで彼に連れられてこのマンションに来たときは感じなかったが、自宅マンションとは違うハイクラスのマンションに入るのはドキドキした。

　無駄に緊張して気力を消耗してしまったが、これからが本番だ。

　作るのはキーマカレーとシーザーサラダ。

　まずは米を研いで炊飯器にセットしてから、材料を刻み始める。玉ねぎはみじん切り、パプリカ、トマト、ナスは角切りにして、まずは玉ねぎから炒めていく。玉ねぎが透き通ってきたら挽き肉を入れ、そのあと残りの野菜も投入し、水を加えて煮立たせる。

　その間に、野菜を洗っておく。おしゃれな見た目にしたくて、今日はベビーリーフを買ってみた。これが自分ひとりの食事ならレタスを適当に千切ってドレッシングをかけるだけでいいが、初めての手料理だから少しでも見栄えをよくしたかったのだ。

「……いい匂い」

　美久は野菜の煮える匂いに、幸せな気持ちになった。まだ完成していないが、この匂いがしてくると楽しくなってくる。

　沸騰してさらに五分ほど煮込んだフライパンを見ると、野菜がほどよく柔らかくなっていた。キーマカレーは食感も大事だと思うから、あまり火を通しすぎないようにする。

　一度火を止めて、カレーのルゥを割り入れてから再び弱火にかける。かき混ぜるうちにカレーのいい匂いがしてきて、さらに幸せな気分になったところで玄関のドアが開く音がした。

「ただいま、美久。あ！　カレーの匂いだ！」

「お、おかえり」

　リビングに入ってきた晶は、すぐさまカレーの匂いに反応した。だが、美久はそれよりも「ただいま」という言葉に照れてしまい、すぐに反応できなかった。

　晶は洗面所に行って手洗いとうがいを済ませてくると、またリビングに戻ってきて嬉しそうにしている。その幸せそうな顔を見ると、美久も嬉しくなる。

「仕事で疲れて帰って美久がいて、おまけに美味しそうなごはんの匂いもして……俺、今かなり感動を噛み締めてる」

　そばまでやってきた晶は、そう言って美久を抱きしめた。そんなことをされると可愛くて愛しくて、美久もそっと抱きしめ返した。だが、いつまでもそうしていては食事の支度が整わない。

「ほらほら。あとは盛りつけるだけだからね」

「ん、わかった。じゃあ俺はテーブルのセッティングしてくるね。あと、食事に合う飲み物を用意しよう」

　美久がなだめると、彼は素直に従った。おまけに、自分にできることを申し出てくれる。

　これまで付き合った男性は、美久の作ったものを「おいしい」と言って食しはしたが、支度を手伝ってくれた人はいなかった。だから、晶が自然に自分のできることを探してやってくれる姿勢が嬉しい。当たり前といえばそうなのだが、この当たり前ができず、お客さん気分でいる人も多いものだ。

　彼となら、結婚してもこうしてうまくやっていけるのかもしれないと、期待してしまう。

「あー、なんかこういうの、新婚さんみたいでいいなあ」

「……そうだね」

　美久が彼との結婚を意識したところでそんなことを言われたため、驚いてしまった。彼はワインのボトルを手に、にやけが止まらないという顔をしている。

　付き合いたての浮かれた気分による、一時的な気持ちの盛り上がりなのかもしれない。もしかしたら、ずっとこんなふうな気持ちではいられないかもしれない。

　だが、美久はこの気持ちを大事に育てて、二人の関係をより良いものに発展させていきたいと思った。

「さあ、できたよ」

「わあ……いい感じの店で食べるのみたいだ」

　今日のために買ってきたおしゃれな平皿にキーマカレーとサラダを載せてテーブルに運ぶと、晶が感激の声を上げた。

　彼はそれからいそいそと、グラスにワインを注ぐ。

「キーマカレーには、濃厚な赤ワインかなと思って選んでみたよ」

「ありがとう。……もしかしてワインセラーがあるの？」

「部屋の中に置ける小さなものがね。美久がもしワインが好きなら、もっと大きな貯蔵スペースについても考えるけど」

「もう、大袈裟だな……」

　美久のためなら何でもしてくれそうだなと呆れつつも、慣れてくるとそんなふうに言ってくれるのが嬉しくなる。だが同時に、甘やかされてだめになってしまわないように、自制しなければとも思う。

「おいしい……食欲ないなとか、食事なんかどうだっていいなとか思ってたけど、美久が作ってくれた料理食べたら、本当はめちゃくちゃご飯食べたかったんだなって思い出した」

　ひと口食べると、晶は噛み締めるように言った。それを聞いて、美久もほっとする。

　彼のことを思って手料理を作ると申し出たが、もしかすると押しつけではないかという不安があったのだ。自分がしてほしいことと、相手がしてほしいことは、必ずしも一致しないから。

「私、たまに実家に帰るんだけど、そのとき母が作ってくれた料理を食べるとすごくほっとするし元気になるから、疲れてる晶にご飯作ってあげたいなって思ったの」

「あー……俺、すげぇ愛されてるんだね。美久の愛がこもった料理、食べるのもったいないのに手が止まらない……」

　晶は感激したように言いつつ、旺盛な食欲で食べすすめていった。フライパンに少し残っていたものも、おかわりをしてきれいに平らげてくれた。

　外で食事をするときの洗練された姿も素敵だが、こうして元気に食べる姿も愛おしい。こんなふうに食べてくれるのなら、作りがいがあるというものだ。

「俺も美久のために料理したいから、美久の好物教えてよ」

　食事の後片付けを終えた晶が、リビングのソファでくつろいで待っていた美久のところに来て言う。こういうのは何だか、〝新婚さんっぽい〟なと思い、美久は照れてしまった。

「ハンバーグとか唐揚げかな。ちょっと子供っぽいけど。あと、おでんが好き」

「ハンバーグと唐揚げは頑張ればいけるかな。おでん……は難しそうだから教えて。一緒に作りたい」

「うん」

　それから二人は並んで座って、好きな食べ物や得意料理についてあれこれ話した。

　そんなふうに初めての手料理がうまくいったから、その後も美久は何度か彼より早く帰れる日には彼の部屋で料理を作って待つといったことを続けた。

　忙しく、一緒にいられる時間は少ないものの、彼との交際は順調だと思っていた。このままいい関係を続けて、ゆくゆくは将来のことを考えたいとも夢見ていた。

　だが、あるとき美久の心にさざなみが立つ出来事があった。




「もう、こんなに散らかして……ん？」

　ある日、いつものように夕飯の支度をしようと晶の部屋にやってきたところ、リビングのローテーブルの上に郵便物が散乱していた。

　せめてまとめて置いてあげようと思い、封筒を手にして偶然宛名を目にしてしまった。

「弦つる巻まき晶良……？　弦巻って、うちの会社の親会社を経営してる弦巻グループだよね？」

　見覚えのある名前に、美久の手は止まった。

　弦巻といえば、日本有数の総合商社のひとつだ。母体となる組織は、戦前から存在していたと聞く。

　美久は弦巻グループの子会社で働いているから直接トップの人間にお目にかかったことはないが、名前だけなら就活中に知った。

　その弦巻の名前をなぜこんなところで見るのだろうと、しばし思考停止する。

「誤配達？　でも、どれも封が切られてる……まさか、他人名義の郵便物を開けたりはしないよね」

　他人の郵便物なのではないかと考えてみたが、封が切られていることからそれは違うだろうという気がしてきた。何より、まったくの他人にしては、名前が似ている。

　そこまで考えて、ひとつの可能性に思い至った。

　それは、晶が偽名を名乗っているという可能性だ。彼の本名が弦巻晶良で、子会社で働くにあたって弦巻の姓が邪魔になるから別の名前で働いているというのは考えられる。

　その推測が正しいか確かめるために、美久はスマホで「弦巻晶良」や「弦巻　三澤」と検索してみた。

　すると、彼の名前では検索はヒットしなかったが、三澤という姓が弦巻晶良の祖母の旧姓であることがわかった。

　推測がおそらく正しいことはわかったが、モヤモヤが消えない。このまま彼と顔を合わせたら、混乱してしまいそうだった。

（……今日は、帰って頭冷やそう）

　何がどうモヤモヤするのか、自分でもうまく言語化できなかった。こんな状態で会っても楽しい時間は過ごせないだろうと、帰ることに決めた。

　とりあえず、今日使う予定だった食材だけ冷蔵庫に片付け、美久は晶に今日は会えないという旨のメッセージを送り、部屋を出る。

　エレベーターで下まで降り、エントランスに向かって歩いているとき、見覚えのある姿を見つけてドキリとした。それは、晶だった。

　しかも彼の傍らには、しなだれかかるようにして歩く長身の美女がいる。

　驚いた美久は、咄嗟に身を隠す場所を探して、非常階段へ続く扉を開けた。エレベーターからエントランスホールへはまっすぐのため、それ以外隠れる場所がなかったのだ。

「……何、あれ」

　厄介事というのは、起きるときは重なるものである。

　晶が本当は弦巻家の人間で、偽名を使っているかもしれないとわかった直後にあんなものを見てしまうなんて。

　驚きすぎて、心臓がうるさいくらいに鳴っていた。思わず隠れたが、なぜ自分が隠れなくてはいけないのかと考えると同時に、気がついてしまった。

　モデルのような美女と、自分のようなただの会社員。隣に並んで歩くなら、どちらがいいかということに。

　メイクや服装で〝きれいめ〟を装いつつも、美久は自分が平凡な容姿をしていることには気がついている。そして、だからこそ圧倒的に素材からして美しいもののこともわかる。晶にしなだれかかっていた美女は、生まれながらに美しい人だろう。

　石ころも磨けばそれなりにきれいになるかもしれないが、ダイヤモンドを磨いたものには敵わない。

　日頃、自分の容姿に卑屈になることはあまりないが、こんなときばかりは凹むというものだ。

　晶には秘密があった。ひとつは、三澤晶は偽名であるということ。もうひとつは、自分のほかに本命の恋人がいること。

　あんなに親密そうにしていて恋人ではないというのなら、そちらのほうがより嫌だ。

「……男運なさすぎでしょ、私」

　溜め息をつくように言って、美久は非常階段口からエントランスに出た。二人の姿がないのを確認し、マンションから立ち去る。

　衝撃が去ると、今度は頭がすっきりしてきた。頭が働くようになると、冷静に物事を考えられるようになっていった。

（晶は、素性を伏せて、嘘をついて、私と付き合っていた。あんなに好きだの何だの言ったのに……私以外に付き合っている人がいた）

　答えが出てしまうと、悲しい気持ちが吹っ切れた。

　そして、悲しみは怒りに変わった。







「会社だから詳細については語らないけど、もうこんな茶番には付き合いきれないから。これも返す」

　美久に言われ、晶は鳩が豆鉄炮を食ったような顔をしていた。

「え……？」

　翌日、晶を給湯室に呼び出して、それだけ言うと美久は合鍵を彼に突きつけた。

　一晩立つと悲しみはすっかり消え、残っていたのは怒りだけだった。本当は足元から崩れ落ちそうなのを、怒りで気力を保たせているような感じでもある。

　本当はあれこれ問い詰めたいところだが、出てきた真実に打ちのめされるのも嫌だった。何を聞いても、彼が嘘をついて隠し事をしていたのに変わりはないし。

「待って美久……どういうこと？」

「自分の胸に聞いてみたら？　まさか、何も悪いことしてないなんて言うつもりないよね？　それじゃ、急ぐから」

　晶は何か言おうとしたが、美久はそれを聞かず給湯室を出た。話したくないのもあったし、後輩社員の奈央に呼ばれているのもあった。

　彼女に連絡を任せていた取引先から、お叱りの電話がかかってきていたのだ。内容を確認して美久に相談すると言っていたが、おそらく簡単に片付く話ではないだろう。だから、晶とのことはさっさと話をつけたかったのだ。

　プロポーズしてくれると思っていた恋人に二股をかけられて振られ、その後付き合った晶にも裏切られ、美久に残ったのは仕事だけだ。何か趣味でも見つけなくてはと思いつつ、今は仕事が忙しくてよかったとも思う。

　これがもし暇だったら、きっとつらくて耐えられなかっただろう。

「古谷さん……！」

「どうしたの？　電話でヒアリングしたあと、状況の確認はできた？」

　自席に戻ると、奈央が涙目でやってきた。その顔を見れば、事態が深刻であることがうかがえる。

「はい。先方にお送りした資料に不備があったというか、間違ったものを送ってしまっていたみたいで……」

「まさか、別の会社用の資料を送ってしまったとか？」

　最悪の事態を想定して、美久の肝は一気に冷えた。

　資料作成のために個人情報などを含むデータを削除した過去の資料を流用することはあるが、その際、参考にした原本は破棄するか、厳重に管理がされている。

　だが、系列会社で資料の流用によって個人情報を含むデータが外部に漏れてしまったという事案があった。その件は社内のコンプライアンス研修で周知され、以後かなり神経を使って気をつけるようになった。

　もしやそういった案件なのではないかと構えたが、美久の問いに奈央は首を振る。

「いえ、そうではないのですが……資料の中で仮置きしていた名称をそのままにしてしまっている箇所があって、それが先方の不信感に繋がったようで」

「確認させてください」

　美久は奈央から資料を受け取り、それに目を通した。一度見せてもらっていたが、誤りがある前提で目を通すと、すぐに間違いは見つかった。

「なるほど……先方の会社名と提案させていただく商品名のところがそれぞれ仮置きされたままの名称になってるのがいくつかあったわけか」

「はい。しかもそれが、微妙にリアリティがあり、かつふざけているように思える名前だったことで、先方の担当者さんがかなりお怒りで……部長が今、先方の上席の方に説明してくださっているんですけど……」

　美久はチラッと、受話器を手に頭を下げる部長を見た。その表情には余裕があり、おそらくうまく話自体は進んでいるのだろう。向こうとしても、積極的に揉めたいわけではないはずだ。あとは、どこでどんなふうに話の落としどころを見つけるかなのだろうなと、これまでの経験から美久は思っていた。

「木下さん、そんなに落ち込まないでいいよ。それより、今から何をしなければいけないか考えてみて」

「何をしなければいけないか……先方に、謝罪に行く、ですか？　でも、私なんかの軽い頭なんか下げても……」

　美久の問いに奈央はすぐに答えを出したが、自信はなさそうだ。美久もまだ新人の頃、同じように思っていたから理解できる。自分のようなペーペーが頭を下げたところで、何の価値もないだろうと。

「そのために今、部長が頭を下げてくれてるんだよ。木下さんが謝罪に行くための場を整えてくれてるの」

「そうだったんですね……」

「でも、だからってそれで無事に済むとも限らないし、許してもらえないかもしれない。そうだとしても、こちらの〝誠意〟は見せに行かなきゃ」

　美久がそう説いたところで、部長が受話器を置いた。そして、奈央と美久を呼び、先方に事情を説明して理解してもらえたと報告を受けた。それから、奈央に直接謝罪へ行くよう指示を出す。当然、美久も付き添いだ。

　二人は会社を出るとまずデパートに行って菓子折りを買い、新幹線に乗って先方へ向かった。道中、奈央はずっと落ち着かない様子で謝罪のシミュレートをし、用意した新規の資料に目を通し、ずっと気を張っている様子だった。

　彼女が緊張していたおかげで、美久は逆に冷静になることができた。自分の役割は、彼女が精一杯やるのを隣で支えることだとわかっているからだ。

　部長が電話できちんと根回ししてくれていたおかげで、先方への謝罪および話し合いはスムーズにいった。

　懸念していた通り、今回相手が過剰と感じるほどに反応したのは、系列会社の情報漏洩の件があったからだ。不祥事のイメージというのは、グループ全体に影響が出るのだと痛感し、改めて気を引き締めさせられた。

「古谷さん、ありがとうございます。本当に、いつも古谷さんにはお世話になりっぱなしで、早く一人前になってこの恩をお返ししたいと思ってるのですが……」

　先方との話し合いを終え、社屋からだいぶ離れたところで、ようやく深く息を吐いてから奈央は言った。おそらく、今の今まで生きた心地がしなかっただろう。

「恩を返そうと思ったら、今度は木下さんが後輩の面倒をたくさん見てあげてね。私も、たくさんよくしてもらったから自分の下にそうしてるだけだし」

「そうだったんですね。でも、それにしたって古谷さんは面倒見がいいですよ。ほら、チームが違うのに三澤さんにも声かけてあげてたり」

「あはは……」

　まさかここで晶の名前が出るとは思わず、美久はぬるく笑って誤魔化した。

　あのときは、入ったばかりの彼が困らないようにとか、マニュアルがあったほうが仕事を覚えるのが楽だろうとか、やれる範囲で親切にしていただけだったが、今となってはそれが不要なことだったとわかる。知らなかったとはいえ、弦巻グループの御曹司に手を差し伸べて仕事のサポートをしてあげようだなんて、おこがましいにもほどがある。

　ただ美久は、誰かが自分の近くで困っていたり疎外感を感じていたりしてほしくなくて、それで親切にしていただけだ。だから晶だけ特別扱いしていたわけではなかったから、彼によくしたことを後悔はしていない。

「何か、今から新幹線で帰るの、微妙だね。これから夕食も食べたいし、バタバタするの嫌だから、どっか安いビジネスホテルでも泊まる？　経費にはならないけど」

　時計を見ると、もう二十時半を過ぎていた。新幹線で戻るには三時間以上かかるから、そこからさらに帰宅する頃には日付が変わっているだろう。

　そう考えると急いで帰るのも嫌で、美久は奈央に提案する。

「いいですね！　金曜ですし、泊まるのなら気にせず呑めますよ！」

「そっか、金曜だった。って、木下さん、あまりお酒強くないでしょ？」

「だからですよ！　信頼できる人と一緒じゃないと、安心して呑めませんもん。さあ、駅の近くにホテルも飲み屋街もありますよ」

　今日が金曜だと気づいて、いつもなら晶と過ごす週末を楽しみにしていたのにと思い出して凹みかけた美久だったが、そんなことは知る由もない奈央がグイグイと腕を引っ張る。

　すっかり浮かれきっている彼女に連れられて駅前に戻ってきた美久は、これからのことを考えた。知らない土地に来たときは、どこで食事をするか悩むものだ。直感で入るのもいいし、外さないよう口コミを調べるのもありだ。

　久しぶりに気軽な店に入るなぁと、妙な感慨深さを覚えていたところで、突如腕を引っ張られた。

「木下さん、悪いけど古谷さん借ります！」

　まさかと思って引っ張ってくるほうを見ると、そこにいたのは晶だった。

　彼はよほど急いで来たのか、髪は乱れ、眼鏡もずれ、とんでもなく切羽詰まっている様子だ。

　美久は驚きすぎて、すぐに声を発することができなかった。しかし、隣にいる奈央は違った。

「え、三澤さん、何でここに……？　あ、三澤さんも緊急事態な感じですか？」

「そ、そう。古谷さんに手伝ってもらわないといけないことがあって」

「ここまで追いかけてくるなんてめちゃくちゃヤバイってことじゃないですか！」

　自分がやらかしたばかりの奈央は、勝手に晶の状態を察して慌てている。美久と彼の関係を知らないから仕方がないとはいえ、彼女が鈍い子でよかったなと少し思う。

「そうなんです。かなりまずいので、古谷さんをお借りしないといけなくて。なので、これ、新幹線のチケットです。追い返すみたいで悪いんですが、木下さんはこれで帰っていただいてもいいですか」

「いいですよ！　てか、むしろ新幹線のチケットいただいてもいいんですか？　これって経費……？」

「気にしないでください」

「はぁ、わかりました」

　晶の緊迫した様子を理解したらしい奈央は、美久に今日のことを丁寧にお礼を言ったあと、新幹線に乗るために駅に向かった。

　その背中を見送って、姿がすっかり見えなくなったあと、美久はようやく口を開く。

「……びっくりした」

　本当は、もっといろいろ言いたいことはあった。だが、すぐに言語化できなくて、かろうじて出てきたのがこれだった。

「ごめん、驚かせたかったわけじゃなくて、ただもう無我夢中で……」

　美久が不機嫌なのは伝わったのだろう。晶は非常に申し訳なさそうに言った。だが、申し訳なく感じるのならなぜ出張先に押しかけてきたりするのだろうと、腹立たしい気持ちになった。

「取引先の人と一緒だったらとか考えなかったの？　一緒にいたのが木下さんだけだったからよかったものの、先方と一緒だったらその人たちの前で修羅場する気だった？」

　美久があからさまに怒ったふうに尋ねると、晶は叱られた子供みたいにしゅんとした。

「いや、そういうつもりは……美久たちの姿を見つけられたから、捕まえないとと思って飛び出してしまったけど」

「そもそも、出張先に突撃して会えなかったらどうするつもりだったの？　無計画すぎるんじゃない？」

「それは……もっともなんだけど」

　一度言葉が出てくるようになると、文句が次々口をついて出た。だが、肝心なことは何も言えていない気がする。一番言いたいことが言えない代わりに、その周縁をなぞっているみたいだ。

　考えなしに突然出張先にやってきたのより何より、彼に対して怒っていることがあるくせに。

「ごめん……どうしても、話したいことがあって」

「そうだよね。別れるにしても、ちゃんと話したほうがいいもんね」

　言いながら、何でこんなにも可愛くない言い方しかできないのかと、自分のことが嫌になってきた。

　こんなに可愛げがないから、元彼に二股をかけられ、晶の本命にもなれなかったのだ。そんなことを思うと、怒りではなく悲しみが強くなる。

　というよりも、怒っていたのではなく、本当はずっと悲しかったことに気づかされたのだ。気づいてしまうと泣きたくなって、堪えるために下唇を噛んだ。

「美久、違うよ。俺は、別れ話をしに来たんじゃない。むしろ逆で……これを君に渡しに来た」

　焦ったように言ってから、晶はカバンから何か取り出した。

　彼が美久に差し出したのは、ベルベット調の小箱。それがリングケースだと気がついたのは、彼が蓋を開けたときだった。

「え、これ……」

「本当は、順序立てて話をして、そのあと渡したかったんだけど……俺、美久と別れたくなくて来たんだ」

　リングケースの中にあるのは、ダイヤモンドが輝く美しい指輪だ。何でもない日に贈られるにはあまりに立派すぎて、そうなるとこれを差し出される意味はひとつしか思い浮かばない。

「この指輪は、プロポーズ……？」

　信じられない気持ちで尋ねると、晶は力強く何度も頷く。そして、驚いて動けないでいる美久の左手を取り、その薬指に指輪をはめた。

「俺には美久しかいない。だから、結婚してください」

　眩く輝く指輪を手にした美久の手を握り、真剣な顔で彼は言う。それはまっすぐで、シンプルな言葉だった。

　その言葉は悲しみや怒りでぐちゃぐちゃになってしまっていた美久の心に、ストンと落ちてくるみたいに届いた。

「もう……そんなことより、聞きたいことたくさんあるんだけど」

「わっ……ご、ごめん。美久、泣かないで」

「泣きたくて泣いてるわけじゃないもん。なんか……ほっとしたのとか、訳がわからないのとかいろいろで、どうしていいかわからなくて……」

　気持ちが高ぶったせいか、美久の目からは涙が溢れてしまった。

　駅前で、人の流れを避けたところにいるとはいえ、場所が悪い。美久は晶になだめられながら移動することにした。移動しているうちに、涙はいつしか止まっていた。

　彼はスマホで近くの店を調べようとしたが、美久はそれを制し、目についた居酒屋に入る。個室に通され、座ったところで、ようやく再び口を開く。

「たぶん、こういうとき『私が何で怒ってるかわかる？』とかいう話の切り出し方をするのかもしれないけど、面倒だから見ちゃったものの話をするね……」

　怒りや悲しみが拭われたわけではない。だが、晶の態度や振る舞いを見る限り誤解である可能性も考えて、美久は自分がこの前見たものの話をした。

　〝弦巻晶良〟宛に届いている郵便物のことと、晶にしなだれかかって歩く美女のこと。

　美久が暗い気持ちで話しているからか、晶はバツが悪そうな顔をしていた。

「その……郵便物のことというか、偽名を使っていたのは、本当に申し訳ないと思う。子会社の様子を見るために来てるんだけど、〝弦巻〟の名前があるとみんなどうしたってそういう扱いするだろ？　だから、まっさらな状態で世間にどう評価されるか見てみたくて、名前を変えて働いてた。……ごめん」

　ひどくすまなさそうにいう彼の言い分は、一応は筋が通っているように感じられた。だが、それだけでは疑惑は消えない。

「名前を偽って働いてたことは、納得できた。でも……ほかに隠し事はない？　たとえば、既婚者だとか。もしくは、決められた婚約者がいるとか……」

　晶が弦巻家の人間であることが確定すると、今度は別の不安が浮上してきた。

　それは、自分より相応しい相手がいるのではないかという不安だ。

　この前見た美女が、彼の妻や婚約者だったとしても、何の不思議もない。むしろ、美久よりよほど釣り合いが取れているだろう。

　晶のような御曹司でなおかつ洗練された人には、同じく洗練された美女が似合う。

「既婚者なわけないだろ！　だったらプロポーズなんてしないし。美久が見たのはあれ、姉なんだよ……距離感がおかしい人でさ」

　落ち込む美久に、晶はスマホの画面を見せる。カメラロールには、この前の美女とのツーショットや、家族写真のようなものがあった。

「八歳離れてるから、まだ俺のこと小さい子みたいに思っててベタベタしてくるし、そのくせ家電とかうまく使えなくて買ったはいいが俺に押しつけてくるばっかりでさ。あの日もいきなりマンション前まで押しかけてきてて、『お姉ちゃん、あっくんの淹れたコーヒーが飲みたいなぁ』とか言ってたんだよ」

「お姉さん……そっか、なるほど」

　美久は冷静を装いつつも、内心ではものすごくほっとしていた。表情は取り繕えていても、声にはそれが出てしまっている。晶も美久が信じたのが伝わったのか、安堵しつつもどこか恥ずかしそうだ。身内のことを話すのは照れてしまうのは、美久も理解できる。

「ちなみに俺、姉二人兄ひとりの末っ子だから、みんなにそんな感じの扱いされてて……だから、アウェイな場所で働いて自分を試したかったんだ。基本、俺に甘い人しか周りにいなかったから」

「そうなんだね」

　誤解が解け、思いがけず晶の家族構成を聞くことができ、美久は安心した。彼の伸びやかな素直さやまっすぐさは、姉と兄に可愛がられて育ったからなのかと、妙に納得した。気ままなひとり呑みが好きなのも、もしかしたら構われすぎたことの反動なのかもしれない。

「そっか……じゃあ、何も怒ることなんかなかったのか。ごめんね、確認せず怒ってしまって……」

「いや、怒るの当然じゃない？　偽名だってわかれば『は？』ってなるし、知らない女がくっついてたら『誰よその女！』ってなるでしょ」

　反省して落ち込む美久を、晶は優しくなだめる。彼が追いかけてきてくれなければこうして弁解を聞くこともできず、あのまま別れていたのだろう。そう考えると、晶が相手で本当によかったと思う。

　だからこそ、そんな彼のパートナーが自分でもいいのだろうかと改めて不安になる。

「プロポーズも、こうして追いかけてきてくれたのも嬉しい。でも……本当に私でいいの？」

「美久がいい。美久じゃなきゃ嫌だ。君は本当に俺によくしてくれて、仕事ができて親切で善良だ。〝弦巻晶良〟のまま生きていたら、きっと出会えなかったタイプの女性だ。だから、絶対に逃したくない」

　不安がる美久の手を取り、晶はその薬指に口づけた。まるで誓いでも立てるように。

　そのままいけば、なかなかロマンチックなプロポーズだっただろう。

　だが、二人ともヘトヘトな上に空腹で、プロポーズよりももっと大事なことがあると、どちらかの体が反応した。それを聞いて、二人は笑い合う。

「……こんなときに腹の虫。めちゃくちゃ恥ずかしいな」

「私のかも……今日、お昼ご飯どころじゃなかったし」

　どちらのお腹がなったのかはわからないが、そのくらい二人とも空腹だったのだ。二人はメニューを見て、思いつくままに注文する。

　美久はハイボールを、晶はビールを頼んだ。乾杯をしてから、二人とも疲れを癒やすように一気にあおる。そして、運ばれてきた料理をつまみにお酒と会話を楽しんだ。

　「ひとりでも来るし、結構居酒屋も開拓してるんだよ」という言葉を聞いて、別世界の住人ではなく一緒に歩いていける相手だと、何だか安心することができた。

「今度また、プロポーズに再挑戦させて」

　店を出るとき、ごく自然に手を繋いで晶が言う。

　ほろ酔いで、幸せな夜だ。彼はきっともっと雰囲気のある場所でと思っているのだろうが。

　さっきのが本番のプロポーズでも別にいいのにと思いつつ、美久は頷いた。

「楽しみにしてる。私も、そのときはうんとおめかしするから」







第五章








　宣言通り、あの日から少し経って、晶に食事に誘われた。

　金曜の夜だということに彼の意図が見えて、美久はドキドキしてしまう。

　プロポーズのやり直しをしたら、そのあとの週末の時間はすべて一緒に過ごすつもりなのだろう。

　あのあとも仕事が忙しかったため、まだゆっくり一緒に過ごす時間は持てていない。だから、お互いの時間を独占できるのも久々だ。

　美久は少しでも晶に魅力的だと思ってもらいたくて、張り切って支度をした。

　とはいえ、日中は仕事があるから、そこまで着飾った格好はできない。だから、フォーマルさも感じさせる紺地の総レースのワンピースを選んだ。これなら、職場にしていく服装としても、大切なデートに着ていくものとしても問題ない。

　本音を言えばもっと特別感のあるものを着たかったが、仕事優先だから仕方がない。その代わり、下着は特別なものを身に着けた。

　初めて晶と肌を重ねたあの夜に着ていたような、下着の意味をなさない生地が薄くて繊細な下着を。

　恋人を誘うためだけの下着を身に着けたからか、通勤中はそのことで頭がいっぱいで大変だった。

　仕事をするうちに気にならなくなったが、それでも夕方が近づいてくると今夜のことを考えてしまったし、待ち合わせ場所で晶の姿を見つけたときは、ときめきや期待で胸が高鳴ってしょうがなかった。

「……美久、何で目そらすの？」

　会社近くまで迎えに来てくれていた車に乗り込むと、彼にそう問われた。

　彼は七分丈のテーラードジャケットとパンツのセットアップに、白のＴシャツを合わせたカジュアルなスタイルだ。職場ではジャケットは着ていなかったし、前髪も下ろしていたからかなり印象が違う。

「……いつもよりかっこいいなぁって思って」

「気合い入れたから。でも、美久がそんな人見知りみたいになっちゃうのは寂しいな。眼鏡かけようか？」

　照れる美久を見て、晶は楽しそうにからかってくる。だが、眼鏡をかけたところでドキドキするのは抑えられないだろう。最近の美久は、職場のもっさりした晶の姿を見ても素敵だと思ってしまうのだ。そのくらい、どんどん彼を好きになっている。

「本当はさ、旅行にでも行って、そこでプロポーズしようかとも考えたんだ」

　車を走らせながら、彼は思案する様子で言う。

「旅行？　何で？」

「わりと手頃な価格で好きな色を点灯してもらえるタワーがある場所があって。そこのタワーを美久の好きな色にして、それを背景にプロポーズっていいかなと思ったんだけど」

「あ、そういうこと……」

　晶から聞かされた地名は、食べ物が美味しい土地だ。そこに美味しいものを食べに行くのは賛成だが、タワーは正直灯してくれなくていい。調べてみると本当に手頃な価格で、最近は推しの誕生日に合わせてファンが推しの色に点灯させるということも珍しくなくなってきているそうだ。

　前に、晶だったら花火を上げたりタワーを点灯させたりしそうだと考えたことがあったが、どうやらその予想は外れではなかったらしい。

「姉さんに話したら、『タワーが点灯して喜ぶタイプの相手かちゃんと調べてからにしなさい』って言われちゃってさ」

「私は……ないなって思ったけど、もしかしたら晶にしてもらったら喜んじゃうのかも」

　当初のプランだったというタワー前でのプロポーズを想像して、美久は苦笑した。そういうのが嫌いではないというのもあるし、晶がいろいろ計画してくれていたというだけで嬉しい。

「美久は可愛いなあ。さて、今夜の店も気に入ってくれるといいんだけど」

　今夜の目的地である建物が見えてくると、車は地下の駐車場へと入っていく。

　晶ならきっと、手堅くホテルのレストランでプロポーズをしてくれるのではないかと考えていた。彼の店選びのセンスは抜群で、いつもロマンチックな気持ちにさせてくれる。

　今夜は夜景を見ながら食事だろうかと考えていると、連れて行かれたのは意外にも二階部分にあるレストランだった。

「上に部屋取ってるから、気にせず飲んでいいよ」

　席に通されてすぐ、晶がそう耳打ちして微笑む。文字通りの意味なのだろうか、それとも別の意味なのだろうかと考えて、美久の頭はそのことでいっぱいになる。

　もちろん、期待してしまうのは別の意味のほうだ。だから、飲むのもほどほどにしようと思う。せっかく彼とゆっくり夜を過ごせるのだから、酔うのならアルコールにではなく彼の与えてくれる快感に酔いたいから。

「ここの店、魚料理も美味しいから、今日は魚介メインのコースを頼んでみたよ。美久は魚も好きみたいだし」

「うん。覚えててくれて嬉しい」

　この前居酒屋で、美久がホッケやシシャモなどをつまみに頼んだのをきっかけに、実は魚も好きなのだという話になったのだった。晶との食事は肉料理メインだったから、これまで話すことはなかったのだ。晶はお寿司は食べるものの、それ以外で魚を食べることはあまりないと言っていたから、今夜は美久のためだけに店選びをしてくれたのがわかる。

「晶、魚料理苦手じゃない？」

「ううん。味は好き。でもほら、魚って食べるのが難しいだろう？　子供のとき、礼儀作法を仕込まれるときに魚には苦戦させられたから、それで魚を食べることに苦手意識があるだけ」

　美久が心配して言うと、晶は少し恥ずかしそうに言った。

　これまで彼の洗練された所作を見て、育ちがいいと感じていたが、それは彼が子供の頃からしっかりと努力をして得たものなのだとわかる。

　そして、その彼に並び立つようになるためには、美久も今後そういった努力が求められるようになるのだろう。

　食前酒と前菜が運ばれてきて、食べ進める彼の姿を見て、より一層そう思った。

「私も、今後はマナーを身に着けないとだよね。……そういうスクールを探さないとかな」

　デザートが運ばれてきて、ようやくほっと息を吐いて言った。どの料理もとても美しく盛り付けてあり美味しかったが、いつも以上に正しいマナーを守って食べようと思うと緊張してしまった。

「美久は十分できてると思うけどな。それに、俺が教えられることは教えるし」

「でも……晶の隣に立って恥ずかしくない人間になりたいの」

　晶とずっと一緒にいたいと思うからこその、覚悟を含んだ言葉だった。

　御曹司だと知って好きになったわけではないが、美久が恋した人はすごい家柄の御曹司だった。そんな人に選ばれて嬉しいと浮かれるだけでいい年齢ではなくなった。今後も彼と共に生きていきたいと思うのなら、隣に立てる人間にならなければいけないのはわかる。

「美久がそれだけ、俺と一緒にいたいと思ってくれてるのが嬉しいよ。でも、俺としては〝弦巻家に嫁いでくる〟んじゃなくて、〝俺の妻になる〟って思っててほしい。俺は美久の仕事への姿勢を尊敬してるし、すごく可愛い女性だと思ってる。ずっと一緒にいて支えてほしいし、支えたい」

　晶は指輪のはまった美久の左手にそっと自分の手を重ね、まっすぐに目を見て言う。

　そのとき、給仕の人がクローシュを手にやってきた。このタイミングで何が運ばれてくるのだろうかと不思議に思っていると、銀の盆に載っていたのは花束だった。

「美久、俺と結婚してください」

　給仕から受け取った花束を捧げ持ち、晶は言う。整ったその美しい顔にひりひりするほどの真剣な表情を浮かべている。美久は感極まって、何度も頷きながら小さな声で「はい」と言うしかなかった。

「美久、左手見て」

「え？　あれ、指輪が変わってる……！」

　晶に促されて視線を左手に向けると、薬指の指輪がつけていたものとは別のものになっていた。

「すごい！　手品？」

「手品っていうほどすごいものじゃないけど、美久が花束に気を取られてる間にね」

「……ありがとう」

　この前贈られた指輪もきれいで素敵だったのに、さらにもうひとつ指輪を贈られて美久は嬉しくてどうしたらいいかわからなくなった。

　指輪を贈られたから嬉しいというより、晶がこうして美久を驚かせ、喜ばせたいと思ってくれているのが嬉しい。

「私も、ずっと晶と一緒にいたい。あなたを支えたいし、支えてもらうに足る人でありたいです」

　美久は、少し涙で声を詰まらせながらそう返事をした。それを聞いて、晶は子供みたいに思いきり顔をくしゃりとして笑った。そんな彼を見て、愛しくてたまらなくて美久も微笑む。

　それから、レストランを出た二人はエレベーターに乗り込み、予約してある部屋へと向かった。




「美久、舌出して」

　鍵を開け、用意していた部屋に入ると、晶はすぐに命じてきた。美久は素直にそれに従う。彼が靴を脱ぐ気配を察し、美久もパンプスを脱ぎ捨てた。

　美久が伸ばした舌に、すぐさま彼の舌が触れる。口を開けたまま互いの舌を弄り合っていると、やがて唾液が口の端から溢れ出た。まるでお腹を空かせた獣が、涎を垂らしているみたいだ。

　滴る唾液を舐めとるように、荒々しく唇が重ねられた。だがすぐに、今度は彼の舌が口内を弄るようになる。

「ん、ふぁ……」

　呼吸もままならず、段々と頭がクラクラしてきたが、それが酸素不足によるものなのか欲情によるものなのか、美久にはわからなかった。ただ、彼に触れられたくてたまらない。もっともっと触れ合って、唾液を交換して、互いの境目がわからなくなるまで溶け合ってしまいたかった。

　やがて晶は唇を離すと、今度は美久の体を後ろから抱きしめてきた。そして、耳を食む。

「んんっ」

「はは……かわいい。美久、耳弱いもんね。いっぱい舐めてあげる」

「はぅっ」

　わざと音を聞かせるように、彼は唾液をたっぷり舌にまとわせて耳を舐める。耳に音を直接吹き込まれるようなその行為は、美久の性感をどんどん高めていった。

「ぁんっ」

「美久の声、めちゃくちゃここに響く……どうしよう。これから美久の声聞いただけで勃つようになったら」

　そんなことを言いながら、晶は下半身を美久のお尻に押しつける。硬く盛り上がった感触から、彼のものがすっかり目覚めきっているのが伝わってきた。

「俺、今日美久といっぱい愛し合いたいから、何日も自分で慰めるのを我慢してたんだ」

「それって……」

「我慢したぶん、たくさん美久を抱きたい」

「んっ……すごい硬いの当たって……」

　お尻に触れているだけなのに、美久は晶のものを想像してしまっていた。何日も禁欲したということは、いつもより立派になっているのだろうかとか、発散させるべき劣情の量も多いのだろうかとか、考えるとそれだけで体が期待に疼く。

　どんなふうになっているのか確かめたくて自然に腰が揺れると、晶が耳元で笑った。

「欲しくなっちゃったんだ？　かわいいなぁ。でも、だめ。すぐに挿れてあげない。たくさん可愛がってからね。俺、挿れることそのものより、美久を気持ちよくさせるのが好きなんだ。俺の指と舌でトロトロに溶けて可愛くなった美久を抱くのが、一番気持ちいいから。だから、今からいっぱいイくんだよ」

　耳をねっとり舐めつつ、言い聞かせるように晶は言う。それから、ワンピースの上から胸の頂のあたりを押し潰すように刺激する。

「すごいね。美久のここ、布の上からでもわかるくらいコリコリだ」

「いやっ……そこ、そんなにしたらっ……」

　乳房の中心が凹むほど指先に力を入れられ、痛みに美久は身をよじった。だが、当然感じているのは痛みだけではない。

「布の上からじゃ、物足りないよね。あとで直接触ってあげるからね」

　晶はなだめるように言ってから、手を少しずつ下に移動させていき、ワンピースの裾をたくし上げる。そして、下着の横から指を入れ、美久の秘処に触れた。

「すごい……もうぐっしょり濡れてる。キスで濡れちゃった？　それとも、耳が気持ちよかった？」

　わざと音が立つように花芽に蜜をまぶしながら、晶はからかうみたいに尋ねる。恥ずかしくて美久は顔が熱くなるのを感じたが、答えたくないわけではない。

「キスのとき、濡れちゃったんだと思う。でも、わかんない……だって、今日、ずっと楽しみにしてたから」

「……かわいい。じゃあ、俺に可愛がられるのが楽しみで、今日ずっと濡れてたかもしれないってこと？」

「うん……」

　美久が正直に頷くと、彼が耳元で深く息を吐いた。呆れられたのではないことは、その吐息の熱さからわかった。

「美久、あんまり煽らないでくれ。美久をめちゃくちゃ可愛がりたい欲と、いきなり激しく抱きたい欲が戦ってるんだから。乱暴にされたくなかったら、煽っちゃだめだ」

「んあぁっ！」

　我慢できないというように、彼の指の動きが激しくなった。蜜口と花芽を忙しなく行き来するその指が、強烈な快感を与えてくる。

「だめぇっ！　くちゅくちゅ、しないでっ……あぁっ！　あんっ！」

「『もっとして』でしょ？　美久の『だめ』はおねだりだもんね？　──ほら、一回イッてごらん」

「ぁああッ……！」

　さんざん捏ね回されて充血した花芽をピンと指で弾かれ、美久は達した。ビクンと体が跳ね、爪先立ちになる。ふわふわさせるような痺れが全身に広がっていく。その不安定な体を、後ろから抱きしめる晶が支えていた。

「美久、自分で裾をたくし上げて、俺にその下をよく見せて」

　彼は美久から離れると今度は、そんなことを命じてきた。艶っぽい眼差しと有無を言わせぬ声音だ。達したばかりで頭がうまく働いていないため、美久は素直にそれに応じた。

「……太ももまで雫が滴ってるよ。すごく濡れてるんだね」

「んっ」

「可愛い下着。俺のために着てくれたの？」

「うん……」

「でも、透けて肌の色が見えるほど濡れちゃってるね……もっと濡らしてあげる」

　晶はそこに顔を近づけてくると、クロッチ部分を指でなぞった。下着の意味をなさないほどそこが濡れているのがよくわかる。

　しばらくそこの肉の柔らかさを堪能するように指を動かしてから、彼はおもむろに美久の下着を下ろした。体を支え、片足を下着から抜かせると、あとはストンと落ちていくだけだ。

「美久。脚閉じちゃ、だめだろ？」

「だって……」

「今から指と舌で気持ちよくしてあげるから、ちゃんと脚開いて」

「……っ」

　何をされるのかわかって、美久の頬は羞恥に真っ赤になった。だが、拒めるわけがない。恥ずかしさはあるものの、彼の与えてくれる快感は好きなのだ。

　言われるがままに両脚を開くと、晶がそこに吸いつくように顔を埋めてきた。そして、濡れそぼる蜜口にもすぐに二本、指をゆっくりと挿入される。

「美久の中、柔らかくてトロトロで、それなのにすごい締めつけだ……ここを舌でコリコリすると、もっと締めつけるね」

「んんっ」

　花芽を舌先で突いたり、時折口に含んで軽く歯を当てて吸ったりしながら、二本の指を抜き挿しされる。どちらの刺激も気持ちがよくて、美久の腰は揺れた。

　晶の指はやがて、ある一点を念入りに擦るようになる。そこは、恥骨側の浅い部分。ザラザラとした感触のそこを軽く押すように撫でられるとたまらないほど気持ちがよく、美久はたまらず二度目の絶頂を迎えた。

「あ、ああぁっ」

　ピンと爪先立ちになって腰を反らせた瞬間、美久の秘処から透明の飛沫が上がる。それを顔面で受け止めて、晶は艶っぽい笑みを浮かべた。

「美久は本当にすぐに潮を吹いてしまうな……次は、奥を突きながら潮吹きさせてあげる」

　挑発するように言う彼の息は荒い。彼は前を寛げると、自身を取り出した。手で支えなくても、彼のものは雄々しく反り返って上を向いている。彼は見せつけるように、避妊具を装着していく。それが今から自分の中に入ってくるのだと思って、美久の中心も疼いた。

「美久、脚上げて」

「うん……」

　壁際に追い詰められ、言われるがまま片脚を上げると、蜜口に薄膜を纏った彼のものが押し当てられ、ゆっくりと入ってくる。先ほど指で解されたはずなのに、それでもなお圧迫感を感じるほど、彼のものは太く大きくなっていた。

　内側から押し広げるように侵入してくるそれを、美久の濡れた肉襞は期待たっぷりに締めつける。隘路を抜き挿しされるあの感触を、今強烈に求めているから。

　だが、ある程度まで突き進んだ晶は、そこから先へは進んでこようとしなかった。その代わりに、貪るように口づけてくる。

「ふ、ぅんっ……はぅ……んんっ」

　執拗に舌を絡められ、何度も啜られるような口づけをされ、美久は甘い吐息をこぼしていた。晶のこの濃厚な口づけは好きだ。気持ちがよくなって、まるで口内を犯されているみたいな気持ちにさせられる。

　だが、口づけだけでは足りないのだ。欲しかったものを咥えこんでいるぶん、動いてもらえないのが物足りず、腰が揺れてしまう。

「ね、晶……動いて」

「なんで？　俺、美久のあったかい部分に包まれて、十分気持ちいいよ。キュンキュン締めつけて甘えてきてくれて可愛いし」

「でもっ……全然まだ全部入ってないし、奥にもっと行けるよ……？」

　彼が本気でこれ以上動く気はないのかもしれないと、不安になって口づけの合間に美久はねだる。彼が動きたくなるように、より体を密着させ、気持ちいいところが擦れるように腰を揺らす。

　不安定な体勢ゆえ、自分で動いても大した刺激は得られなかった。やはり、晶に思いきり突き上げられなくては物足りない。

「……もうちょっと焦らしたかったのになぁ。そんなふうにおねだりされたら、我慢できなくなるだろっ」

「あぁっ……！」

　怒ったみたいに言ってから、晶は自身を根元まで美久の中に押し込んだ。質量を持った硬さに奥を突かれ、待ち望んだ刺激に美久は感激の声を上げる。

「あっ、そこぉ……すごぃ……ぁんっ！　あぁっ」

　荒々しく腰を振られ、内側がめくれ上がりそうなほど激しく擦られ、美久はすぐ達してしまった。

　だが、達したところで終わりではない。

「美久……締めつけがっ……美久の中、気持よすぎる……」

「イッばっかりなのにそんなっ……あ、だめっ！　気持ちいいとこ擦れて……っ」

　ゆっくり大きく抜き挿しされると、引き抜くときに肉棒の嵩高い部分が恥骨裏の弱いところを擦り、突き上げる際に奥が抉られ、あまりにも気持ちがいい。

　目眩がしそうなほどの快感に、美久はたまらず晶にしがみついた。

「美久、かわいいっ……イくよ。美久もイッて」

「うんっ、あきら……ああぁっ！」

　ひと際大きく突き上げられたその瞬間、美久は再び快感を極めた。肉襞が蠕動し、彼の怒張を締めつけるたびに下腹部の奥に甘い痺れが広がる。それから、晶も自身を大きく震わせて果てる。その後ゆっくりと、美久の中から出て行った。

　抱き合って、肩で息をして、よろめくように互いの体を支え合いながら、二人はようやくベッドに移動した。

　もどかしい気持ちで着ているものを脱ぎ捨てていく。本当は今すぐにでもまた抱き合いたいが、隔てているものはないほうがいい。

「美久、待って、イッたばかりだから……」

　一糸纏わぬ姿になった美久は、まだ呼吸が整わない晶のものに顔を近づける。彼は何をされるかわかって少し焦った声を出すが、美久は止まらない。

「一回出しただけじゃ、足りないでしょ？」

「美久……」

　力が抜けている彼のものに息を吹きかけると、それはピクリと反応した。優しく手のひらで包み込むように撫でると、喜ぶみたいに震える。

「よしよし……気持ちよくしてあげるからね」

　美久は愛でるように撫でながら、その先端をパクリと口に含む。独特のにおいと味がするが、そんなことは気にならない。むしろ、さらに興奮させられる。

　唾液をまぶすようにほんの少し舐めただけなのに、晶のものはすぐに力を取り戻していった。それでも美久は舐めるのを止めず、口と手での愛撫を続ける。

　先端を軽く吸い上げながら肉竿を擦るのが彼は好きだ。だから少し力を込めて握りながら、美久は彼の様子を確かめる。

　気持ちがいいらしく、彼は眉根を寄せて時折腰を震わせていた。そのとき、肉竿の根元で膨らみが揺れるのが見えて、美久はそれにも触れてみる。

「美久、それ……」

「気持ちいい？」

「うん……でも、なんか力が抜ける気持ちよさっていうか、不思議な感覚がする」

　晶の反応が愛しくて、美久は肉竿を手で擦り上げながら、今度は膨らみをそっと舐めて見た。柔らかく不思議な感触のそれをそろりと口に含み、舌先で転がすように触れてみると、晶の呼吸がどんどん荒くなっていった。

　舌と手で愛撫を続けるうちに、彼のものはすっかり硬さを取り戻した。むしろ、一度達しているというのに先ほどより大きくなっている気もする。

「晶の、元気になったね。もう挿れていい？」

「うん。ゴムつけるから待って」

「ううん」

　避妊具を取り出して着けようとする彼に、美久は首を振る。それから、耳元でそっと囁いた。

「私ね、実は体調管理のためにピル飲んでるから、着けずにしてもいいよ。……次はどんな体勢で挿れたい？」

　美久の囁きに、晶が生唾を飲み込むのがわかった。どんな顔をしているのだろうと覗き込めば、瞳の奥に情欲の炎を燃やす目に見つめ返された。

「本当に？」

「うん、いいよ」

「だったら、美久の可愛い顔見ながら、真正面から抱きたい。それで、キスしながらイキたい」

「……うん」

　晶があまりにも真剣な表情で言うものだから、美久はドキドキしてしまった。彼のこの、まっすぐな愛情が好きだ。美久のことが好きで好きでたまらないことを伝えてくれるのが、美久もとても嬉しい。

　晶は美久をベッドに優しく押し倒すと、上から閉じ込めるみたいに見つめてくる。興奮しているのに、どこか表情に陰があるように感じられて、少し心配になる。

「……美久、前の彼氏にも生でするの許してた？」

「え？」

「みっともないけどさ、嫉妬するんだよ……」

　彼の憂いの理由がわかって、美久は思わずキュンとしてしまった。美久にとってどうでもいい元彼の存在に嫉妬するほど、美久のことを好きでいてくれるのだ。

「許してないよ。晶が婚約者になったから、伝えたの。ピル飲んでるのを理由に粗末にされたくなくて、前の彼氏には言ってない」

「俺は絶対に粗末に扱ったりしない。美久が嫌なときは絶対に避妊するし、無理やり抱いたりしないし……とにかく、大切にするから」

「うん」

　ほっとしたからか、晶は貪るように口づけてきた。キスというより、舐め回すという行為に近い。嫌ではないから、美久も舌を伸ばしてそれに応える。

　キスだけでも気持ちがいいのに、晶は焦らすみたいに硬くなった自身を美久の秘裂に擦りつけてくる。さっきまでその大きなものを咥えこんでいた蜜口は、期待に蜜を溢れさせてしまっていた。

　彼が腰を振るたびに、花芽や蜜口が擦れて気持ちがいい。だが、美久が今触れてほしいのはもっと奥だ。逞しい肉楔でしか触れることのできない最奥を、抉るように容赦なく突き上げてほしい。

「晶、もう挿れて……？」

　堪えきれなくなって、美久はねだった。媚びるみたいに、腰も揺れてしまっている。

　余裕がなくなった美久を、晶はうっとりした笑みを浮かべて見ていた。その目の奥には、獰猛な光が宿っているようにも感じられる。

「じゃあ、美久。自分で脚を持ち上げて、挿れてほしい部分をよく見せて」

「うん……」

　美久は膝裏を持つようにして、両脚を高く上げた。そうすると、体が二つ折りのようになり、秘裂を晶に見せつける格好になる。

　それは、あまりに淫靡だ。こんな格好、普段は絶対にしない。セックスするときにしかしないポーズを取らされているのに気づいて、美久は羞恥で真っ赤になる。

「……今から、たくさん気持ちよくしてやるからな」

「は、あぁぁっ」

　晶は美久の秘裂に肉楔の先端を宛てがうと、一気に奥まで貫いた。そこからは、激しい抜き挿しが繰り返される。

　期待に濡れていた美久の内側は、歓迎するように彼のものを切なく食い締めた。絡みつく肉襞を勢いよく擦られるから、内側からめくれ上がってしまうのではないかと感じるほどだ。

「すごい……美久の中、めちゃくちゃあったかくて柔らかくて……やばい、溶ける……もう、ゴム着けてできない……腰止まんねぇ」

「あっ、うん……きもちぃねっ……擦れ方、全然違うっ！　ふあぁぁっ！」

　美久の中がよほど気持ちがいいらしく、晶はずっと切なそうに眉根を寄せている。腰の動きも、ずっと激しいままだ。

　いつもは緩急をつけた動きをしたり、愛撫を加えて反応を見たり、美久を可愛がるのに余念がない彼が、夢中で腰を振っている。

　部屋の中に響き渡るのは、肉がぶつかり合う音と、粘度が高い水音。そして、二人のまるで獣のような息遣い。そこに美久の媚びを含んだ声が混じり、淫猥な空気を作り出している。

　彼が自分の中で気持ちよくなろうと、精を吐き出そうと必死になって動いているのだと思うと、愛しくてたまらなくなって美久は下腹部が、子宮が疼くのを感じていた。

　晶が吐精したくて必死なように、美久も出してほしくて仕方がない。隔てるものなく結ばれるのも、直接精を注がれるのも、これが初めてだ。

　好きな人に奥の奥まで染められるのはどんな気分なのだろうかと、期待のあまり早く知りたくてたまらない。

「美久、ここだね？　ここに注いでほしいんだな？」

「あァッ……そこぉっ……ぐりぐりしちゃ、だめ……」

　激しく抜き挿しする動きから、一番奥に先端を押しつけて円を描くように腰を動かすものに変わった。そんなことをされると弱い部分が刺激され、美久は切なくなってしまう。

「ここに、いっぱい注ぎたい……イッてる美久の中に出したいから、もっと気持ちよくなろうな」

「や、だめっ……んああぁぁっ！」

　美久を絶頂させようと、晶は花芽を強く捏ねた。その瞬間、美久の体には脳天から爪先まで一直線に快感が駆け抜け、達した。結合部からは飛沫が上がる。

「美久の中、すごいうねって……っ！」

　達した直後の美久の内側は、晶の限界まで怒張した肉楔に執拗に絡みついていた。その締めつけに耐えきれず、二度三度大きく腰を振ってから彼は動かなくなった。

　ぐっと腰が押し込まれ、先端が一番奥の敏感な場所を突き上げる。その直後、脈打つのに合わせて太く膨らんだ肉楔の先端から勢いよく精が吐き出される。

「すごい……ドクドクいってる」

　いつもは薄膜の中に吐き出されるものが、今は直接自分の中に注がれている。それを感じて、美久は幸せな気持ちになった。離れたくなくて、晶の腰に両脚を絡みつける。

「美久……」

「だめ。まだ離れないで……今離れたら、せっかく注いでもらったの、出ちゃうから……んぅっ」

　美久の言葉を聞くや否や、晶は嬉しそうに目を細めて荒々しくキスしてきた。食べられてしまうみたいなキスで、美久の下腹部はまた疼く。

「やばい……幸せすぎる」

「気持ちよかったね」

「それもあるし……美久の奥に出したの、俺が初めてなんだと思うと嬉しくてさ。まあ、今後も俺しか触れられない場所だけど」

　キスの雨を降らせながら、とにかく幸せでたまらない様子で晶は言う。彼のこの剥き出しの独占欲に、美久もくすぐったいような思いになる。

　これから二人は永遠の愛を誓って、お互いが唯一無二の存在になるのだ。

「あー、まだ美久のこと、可愛がり足りないな。次は美久が好きな体勢でしよっか」

　繋がりあったまま、晶がそんなことを尋ねてくる。出したばかりなのにと思うが、美久の中の彼はピクンと動いて、まだまだ力が有り余っていることをアピールしてくる。

　これまでの交際では、二回もすれば満足していた。だが、晶との行為は違う。足りないわけではないのに、何度もしたくなる。だから当然、今だって当たり前のように三回目がしたい。

「じゃあ……うつ伏せになってるのを、後ろからされたいな」

「美久、逃げられない状態で突かれるの、好きだもんな」

「んぅ」

　噛みつくようなキスをされたのを合図に、二人の長い長い夜が再開された。

　独占欲が強い晶との夜は、とにかく回数が多い。結婚してからは落ち着くだろうと思っていたが、むしろより甘さと熱さは増すばかりだ。

　体力的な問題で美久が悩み、それで喧嘩になったりもしたが、話し合いと晶の献身的な愛で仲直りし、仲睦まじく暮らしていくのだった。
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　このたびは拙作を手に取っていただき、ありがとうございます。猫ねこ屋やちゃきです。

　今回のヒーローはババーンと御曹司として登場するのではなく、傷心の末に会社の同僚とワンナイトしたら実はその人が……というふうにしてみました。もっさり系のミステリアスな同僚が素に戻ったらめちゃくちゃかっこいいというのも好きなので、それらの要素二つを組み合わせてみました。

　主人公の美久は、仕事ができて優しいしっかり者の女性として描きましたが、そんな彼女が恋愛のこととなると舞い上がったり悩んだりする姿は可愛いなぁと思って書きました。なので、読者の皆様にも美久を気に入っていただけたら嬉しいです。今回、表紙イラストはヒーローである晶の姿がメインなので、美久がどんな姿をしているのかはぜひ、皆様自由に思い描いていただければと思います！

　ラブルージュさんで書かせていただくときは、とにかく濃厚に艶っぽく書きたいと思っているので、今作もいろいろシチュエーションやプレイの内容を楽しく考えました。主人公やヒーローの性格が違えば当然プレイも違う雰囲気になるなと考え、晶っぽいプレイはどんなのだろうとか、美久はこのときどんな反応をするかにもこだわりました。改稿の際、表情などに指摘を入れていただいたので、そのあたりの読み応えは増していると思います。

　楽しんで書いたことといえば、晶のデートプランを考えるのも楽しかったです。お金持ちゆえ庶民と金銭感覚が異なるヒーローが主人公を喜ばせるために何をするのか……と考えたときに、真っ先に思いついたのがタワーを点灯させたり花火を打ち上げることでした。今回はお話の展開上どこかのタワーが光ることも花火が上がることもありませんでしたが、今後の人生のどこかで美久は好きな色に光るタワーも花火も見ることになります（笑）ぜひ物語のそれ以降の二人も想像して楽しんでください。

　次の作品の準備も進めておりますので、また別の作品でお会いできたら嬉しいです！
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